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安心・便利な

口座振替を

ご利用ください。

●
町
県
民
税　
　

…
第
４
期

●
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　

…
第
７
期

1月の納税1月の納税

P.２� 特集「新年 町長に聞く！」�

P.３� まちのできごと

P.６� 健康カレンダー　

P.８� くろしお子どもニュース

P.10� 備えて安心

P.13� 教育委員会だより

P.15� 役場からのお知らせ

P.21   IWKTV番組表

P.22   まちの掲示板

P.26� くろしおっ子を紹介します！

主な内容

12月14日、土佐くろしお鉄道のクリスマス列車で中村駅へ向かう佐賀保育所の子どもたち。車窓から見えるまち

の景色は、いつもと違って見えます。これからも公共交通を積極的に利用してくださいね。【関連記事4ページ】

わがまちデータわがまちデータ
●人　口　12,695人　（前月比16人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,777世帯
●15歳未満の年少人口　1,176人（比率9.26％）

●65歳以上の老齢人口　4,596人（比率36.20％）

●人口のうごき

2012（平成24）年11月30日現在

※７月９日の法改正により、７月から外国人住民を含む人口となっています。

2012（平成24）年11月30日現在

増加 17人　出生3人　　　   転入14人　　職権2人
【男3人】 【男1人】【男7人　女7人】 【男2人】

減少 33人　死亡20人　    転出13人　　職権4人
【男9人　女11人】 【男5人　女8人】

【男6,024人  女6,671人】

【男622人  女554人】

【男1,849人  女2,747人】

ぼくらのまちの汽車に乗ろう♪ぼくらのまちの汽車に乗ろう♪ぼくらのまちの汽車に乗ろう♪ 汽車は走るよ ぼくらを乗せて♪汽車は走るよ ぼくらを乗せて♪汽車は走るよ ぼくらを乗せて♪

1

2 「役場への提案」を募集します。

皆さんの声をお寄せください。（13ページ）
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ま
ず
は
、
防
災
対
策
か
ら
お
伺

い
し
ま
す
。

 
 

　
昨
年
３
月

３１
日
の
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
新
想
定（
黒
潮
町
は
全
国
最

大
の

３４
メ
ー
ト
ル
の
津
波
高
）
を
受
け
、

全
庁
的
に
防
災
対
策
を
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
職
員
地

域
担
当
制
を
導
入
し
、
昨
年
５
月
以
降
、

町
内
各
地
域
で
約
１
８
０
回
防
災
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
５
０
０
０
人
を
超
え

る
住
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
各
地

域
の
避
難
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
今
年
２
月
以
降
は
さ

ら
に
細
か
く
地
域
に
入
り
、精

度
の
高
い
避
難
計
画
を
策
定

す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
今
年
の
防
災
対
策
は
？

　
　
　
こ
れ
ま
で
は
、
ハ
ー

ド
面
の
整
備
と
情
報
収
集
が

主
で
し
た
が
、
今
年
は
、
ソ

フ
ト
面
の
地
域
の
防
災
教
育

に
移
行
し
て
い
き
ま
す
。
有

識
者
の
指
導
の
も
と
、
地
域

特
性
に
合
わ
せ
た
、
効
果
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
今
後
の
方
向
性
は
？

　
　
　
避
難
道
・
避
難
場
所

の
整
備
や
防
災
教
育
は
あ
く
ま
で
手
段

で
あ
り
、
目
的
は
一
人
の
犠
牲
者
も
出

さ
ず
に
次
の
南
海
地
震
を
乗
り
切
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
昨
年
か
ら
①

職
員
地
域
担
当
制
、②
防
災
に
特
化
し

た
行
政
組
織
（
情
報
防
災
課
・
南
海
地

震
対
策
係
の
設
置
）、③
町
・
県
・
国
の

防
災
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
県
・
国
へ

町
職
員
が
出
向
）
な
ど
の
体
制
整
備
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
行
政
主
導
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。
引
き
続
き
、ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
続
い
て
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
昨
年
６
月
、
北
郷
地
域
に
町
内

２
カ
所
目
と
な
る
「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー（
以
下
「
あ
っ
た
か
」）」
を

開
設
し
ま
し
た
。
今
後
、
数
年
か
け
て

町
内
数
カ
所
に
開
設
し
、
黒
潮
町
に
新

た
な
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築

し
ま
す
。「
あ
っ
た
か
」
を
拠
点
に
、住

民
に
近
い
と
こ
ろ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

情
報
収
集
す
る
こ
と
で
、
行
政
施
策
に

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
反
映
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
あ
っ
た
か
」
に
サ
テ
ラ
イ
ト

を
設
け
る
予
定
で
す
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
事
業
で
も
新
た

な
取
り
組
み
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

　
　
　
今
年
度
「
健
康
増
進
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
「
医
療

費
適
正
化
検
討
委
員
会
」
を
設
け
ま
し

た
。
国
保
税
が
高
い
、
国
保
運
営
が
厳

し
い
、
と
な
る
と
、
出
を
減
ら
す
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
、
健
康
づ

く
り
や
特
定
健
診
の
受
診
率
ア
ッ
プ
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
他
に
も
医

療
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
で
き
る
努
力

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
１
年
か
け

て
幡
多
医
師
会
と
話
を
し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

う
、ま
ず
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
必

要
に
応
じ
て
高
度
医
療
機
関
（
け
ん
み

ん
病
院
な
ど
）
で
検
査
を
受
け
る
、
な

ど
で
す
。
今
後
も
、
医
師
に
も
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
医
療
費
の
適
正
化
に
向

け
た
手
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 　
　
　
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
「
農
業
公
社
」
は
、
今
年
４
月

の
設
立
に
む
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
黒
潮
町
の
農
業
公
社
は
、
施
設
園

芸
の
新
規
就
農
者
を
輩
出
し
続
け
て
い

く
こ
と
に
特
化
し
ま
す
。
公
社
で
２
年

間
研
修
し
た
後
、
独
立
、
ま
た
は
さ
ら

に
２
年
間
公
社
に
て
農
業
を
行
う
こ
と

で
、
施
設
園
芸
の
担
い
手
を
着
実
に
育

成
し
て
い
く
計
画
で
す
。
ま
た
、
漁
業

振
興
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
、
佐

賀
漁
港
に
水
揚
げ
し
た
カ
ツ
オ
の
水
揚

げ
手
数
料
に
対
し
て
１
％
キ
ッ
ク
バ
ッ

ク
す
る
「
水
揚
げ
奨
励
金
」
制
度
を
設

け
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
他
に
も
活
餌

イ
ワ
シ
や
冷
蔵
庫
の
整
備
な
ど
、
佐
賀

漁
港
へ
の
水
揚
げ
促
進
を
図
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
 

　
最
後
に
一
言
！

 
 

　
今
年
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
長

広
報

町
長

広
報

町
長

広
報

町
長

広
報

町
長

広
報

町
長

町
長

広
報

広
報

１
月
号
発
行
に
あ
た
り
、
現
在
進
行
中
の
町

の
施
策
や
今
後
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、

大
西
勝
也
黒
潮
町
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

新
年 

町
長
に
聞
く
！

新
年 

町
長
に
聞
く
！

新
年 

町
長
に
聞
く
！

し
ゅ
つ

か
つ

じ
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

津
野
町
で
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

上
川
口
小
で
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

小
学
生
俳
句
大
会 

入
選
作
品
発
表

　
１１
月
１８
日
、
津
野
町
に
て
、
黒
潮
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
引
率
の
も
と
「
秋

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
四
万
十
川
の
源
流
を
目
指
し

て
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

前
日
の
雨
が
上
が
り
、
陽
の
光
が
気
持

ち
よ
く
降
り
注
い
で
い
ま
し
た
が
、
山

の
中
は
意
外
に
寒
く
、
防
寒
着
を
着
込

み
な
が
ら
の
山
歩
き
と
な
り
ま
し
た
。

源
流
を
目
指
す
た
め
、
上
り
坂
の
き
つ

い
道
の
り
で
し
た
が
、
参
加
者
同
士
の

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
源
流
点
へ
た
ど

り
つ
き
ま
し
た
。
源
流
点
は
神
秘
的
な

雰
囲
気
で
、
こ
の
小
さ
な
流
れ
が
清
流

四
万
十
川
へ
と
続
い
て
い
く
の
だ
と
感

慨
深
い
思
い
に
ふ
け
り
ま
し
た
。

　
寒
さ
に
負
け
ず
歩
き
続
け
た
参
加
者

は
「
い
い
運
動
に
な
っ
た
」
と
心
地
よ

い
疲
れ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
１１
月
２９
日
、
上
川
口
小
学
校
に
て
、

ギ
タ
ー
奏
者
の
村
治
奏
一
さ
ん
の
訪
問

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
定

非
営
利
活
動
法
人
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
シ

ェ
ア
リ
ン
グ（
五
嶋
み
ど
り
理
事
長
）が
、

音
楽
家
と
の
交
流
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴

く
機
会
の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
行
っ
て
い
る
訪
問
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

同
小
学
校
で
は
昨
年
度
か
ら
２
年
に
わ

た
っ
て
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
行
わ
れ
、
こ

の
日
が
最
後
の
開
催
日
で
し
た
。

　
父
親
が
ギ
タ
ー
奏
者
で
、
生
ま
れ
た

時
か
ら
ギ
タ
ー
が
身
近
に
あ
っ
た
と
い

う
村
治
さ
ん
。
上
川
口
・
南
郷
・
伊
田

小
学
校
の
４
・
５
・
６
年
生
ら
約
７０
人

を
前
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
１
本
で
、

ジ
ャ
ズ
や
タ
ン
ゴ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ア

レ
ン
ジ
の
６
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
 

　
１１
月
２４
日
、
大
方
あ
か
つ
き
館
で
「
第

７
回
黒
潮
町
小
学
生
俳
句
大
会
」
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
う
た
の
道
つ

く
り
の
会
」（
宮
川
昭
男
会
長
）の
主
催
。

　
今
年
は
、
町
内
６
校
、
１
５
９
人
の

児
童
か
ら
４
０
１
句
の
応
募
が
あ
り
、

入
選
作
品
１５
句
と
佳
作
作
品
１３
句
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
ど
の
句
も
、
黒
潮
町
の
豊
か
な
自
然

や
日
常
生
活
を
、
み
ず
み
ず
し
い
感
性

で
切
り
取
っ
た
す
て
き
な
作
品
ば
か
り

で
、
宮
川
会
長
が
１
句
ず
つ
読
み
上
げ

る
と
、
そ
の
情
景
が
目
に
浮
か
ん
で
き

ま
し
た
。

　
入
選
作
品
は
、
１１
月
末
ま
で
同
館
に

展
示
さ
れ
た
後
、
大
方
球
場
か
ら
西
へ

５０
ｍ
の
「
う
た
の
道
」
区
柱
に
順
次
掲

示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

【
第
一
席
】

運
動
会 

マ
ス
ト
に
登
れ
て 

い
い
景
色

伊
田
小
４
年
　
宮
地
暖
菜

【
第
二
席
】

秋
の
山 

絵
具
に
は
な
い 

色
も
あ
る
�

伊
与
喜
小
５
年
　
藤
原
功
丞

【
第
三
席
】

イ
チ
ョ
ウ
の
葉 

思
い
出
の
数 

積
も
っ
て
く
�

上
川
口
小
６
年
　
畠
中
愛
未

【
入
選
】

い
ね
か
り
に 

み
ん
な
で
い
く
よ 

さ
あ
し
ゅ
っ
ぱ
つ

伊
田
小
１
年
　
千
葉
　
雛

あ
き
ま
つ
り 

お
ど
る
と
父
さ
ん 

お
も
し
ろ
い

南
郷
小
２
年
　
酒
井
 
瞭

て
ん
ぴ
し
お 

ト
マ
ト
に
つ
け
る
と 

お
い
し
い
よ

佐
賀
小
３
年
　
土
居
　
翼

墓
参
り 

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が 

待
っ
て
い
る

伊
田
小
４
年
　
宮
地
暖
菜

く
り
の
実
は 

い
が
の
よ
ろ
い
に 

守
ら
れ
る

伊
田
小
４
年
　
松
下
千
登
世

秋
の
山 

も
よ
う
が
え
し
て 

オ
シ
ャ
レ
か
な

伊
与
喜
小
５
年
　
矢
野
忍
武

赤
と
ん
ぼ 

少
し
つ
か
れ
て 

木
に
と
ま
る
 
 
 

伊
与
喜
小
５
年
　
藤
原
功
丞

ど
こ
か
ら
か 

や
さ
し
く
に
お
う 

き
ん
も
く
せ
い

伊
与
喜
小
６
年
　
森
田
菜
月

田
を
み
る
と 

稲
刈
り
と
っ
た 

あ
と
が
あ
る

伊
田
小
６
年
　
亀
井
幹
斗

授
業
中 

足
す
り
ぬ
け
る 

秋
の
風

伊
田
小
６
年
　
松
本
遥
果

運
動
会 

参
加
し
た
い
と 

赤
ト
ン
ボ
�

入
野
小
６
年
　
土
居
優
奈

夕
や
け
の 

空
を
背
に
し
て 

帰
っ
て
く

上
川
口
小
６
年
　
金
子
　
雅

源流の碑を背景に集合写真。次回、春の
ウォーキングは４月に実施予定です。
皆さんのご参加をお待ちしております。

楽器体験コーナーでは、村治さんが弦を抑え、
小学生が弦をはじいて「禁じられた遊び」を
演奏。上手に音を出していました。

表彰式に参加した受賞者ら。宮地暖菜さん（前
列右）は、２句が入選しました。
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大
方
高
校
で
ア
イ
デ
ア
発
表
会

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

ｉｎ
あ
か
つ
き

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
大
方
高
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
「
自
律
創
造
型
地
域
課
題
解
決

学
習
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成

２４
年
度
に
２
年
生
が
取
り
組
ん
だ
地
域

の
課
題（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）に
つ
い
て
の
ア

イ
デ
ア
発
表
会
が
、

１２
月
５
日
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
提
供
者
ら
を
招
い
て
同
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
が
選
ん
だ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
、「
み
ん
な
が
安
全
に
津
波
か

ら
逃
げ
ら
れ
る
ア
イ
デ
ア
を
考
え
よ
う
！
」

「
デ
ニ
ム
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

を
考
え
よ
う
！
」
な
ど
の
７
題
。
生
徒

ら
は
、
取
り
組
み
内
容
を
発
表
し
、
町

長
や
高
知
大
学
教
授
ら
が
発
表
内
容
や

プ
レ
ゼ
ン
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
は
「
地
震
か
ら
生
き
の
び

る
３
日
間
の
防
災
パッ
ク
を
考
え
よ
う
！
」

の
２
班（
写
真
）。
非
常
持
出
袋
や
備
蓄

品
の
内
容
を
検
討
す
る
だ
け
で
な
く
、

「
震
災
後
の
生
活
で
心
の
負
担
を
減
ら

す
に
は
友
達
が
必
要
」
と
し
て
、
緊
急

時
に
も
友
人
ら
と

連
絡
が
つ
く
よ
う

に
「
緊
急
連
絡
カ

ー
ド
」
の
具
体
案

を
作
成
し
た
点
が

高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
１２
月

１４
日
、
佐
賀
保
育
所
の
年
長
組

２０
人
が
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅
の

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
付
け
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
鉄
道

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
同
鉄
道
中

村
・
宿
毛
線
運
営
協
議
会
が
企
画
。

　
児
童
ら
は
、
大
方
高
校
生
と
幡
多
農

業
高
校
生
が
飾
り
付
け
を
し
た
「
ク
リ

ス
マ
ス
列
車
」
に
乗
っ
て
中
村
駅
へ
。

改
札
横
の
も
み
の
木
に
、
手
づ
く
り
の

飾
り
な
ど
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車
」を
見
学
し
、

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
み
ん
な
大

喜
び
で
し
た
。

　
１２
月

１５
・

１６
日
の
夜
、
大
方
あ
か
つ

き
館
で
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

ｉｎ
Ａ
ｋ

ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ｉ
」
が
行
わ
れ
、
色
と
り

ど
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
外
階
段
や
ロ
ビ

ー
を
幻
想
的
に
照
ら
し
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
立
図
書
館
の
主
催
で
、
い
の

町
の
ｍ
ｏ
ｗ
ｃ
ａ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ（
モ
ー
キ
ャ
ン
ド

ル
）さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
初
日
は

雨
で
、
屋
外
に
展
示
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル

が
消
え
る
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
水

た
ま
り
に
反
射
す
る
さ
ま
も
美
し
く
、

見
る
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
館
全
体
を
利
用
し
た
展
示
企
画
は
、

昨
年

１０
月
の
酒
井
敦
美
さ
ん
の
「
光
の

切
り
絵
」
に
次
い
で
２
回
目
。
今
後
も
、

館
を
丸
ご
と
使
っ
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
出
会
い
・
感
動
・
絆
を
テ
ー
マ
に
、

１２
月

１５
日
、
大
方
人
権
ま
つ
り
を
ふ
る

さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　
午
前
９
時
、
大
方
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
軽
快
な
演
奏
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
人
権
作
文
は
、
大
方
地
域
の

小
学
校
６
校
と
大
方
中
学
校
で
取
り
組

み
ま
し
た
。
全
員
の
声
も
大
き
く
、『
人

権
感
覚
』
の
鋭
い
作
文
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
催
し
物
の
部
は
、
歌
、
踊
り
、

活
動
紹
介
な
ど
が
あ
り
、
普
段
の
活
動

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
日
浦
駿
介
さ
ん
と
笑

進
笑
明
音
楽
隊
の
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
で

楽
し
み
ま
し
た
。
一
日
中
、
ほ
ん
わ
か

と
し
た
空
気
が
流
れ
る
中
で
の
取
り
組

み
で
し
た
。

　
並
行
し
て
行
わ
れ
た
展
示
部
門
も
、

図
画
・
書
道
・
人
権
作
文
・
人
権
標
語

と
多
く
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

（
大
方
町
民
館
）

高い所はサンタさんに抱っこしてもらいながら飾り付け。
きれいに飾られたツリーは、クリスマスまで展示され、
駅の利用者を楽しませていました。

たくさんのろうそくが灯された大方あかつき館
のロビー。2日間で約800人が訪れました。

２
０
１
２
大
方
人
権
ま
つ
り

し
ょ
う

し
ん
し
ょ
う
め
い

中
村
駅
で
ツ
リ
ー
飾
っ
た
よ
！
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

蜷
川
で
尊
良
親
王
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

た
か

な
が

し
ん

の
う

 
「
蜷
川
の
奥
の
仏
が
森
に
は
、
む
か

し
、
タ
カ
ナ
ガ
シ
ン
ノ
ウ
と
い
う
宮
様

が
い
た
」
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
地
元
の

人
た
ち
か
ら
話
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ

た
橋
田
栄
澄
さ
ん（
東
京
都
在
住
）は
、

定
年
退
職
後
、
大
学
に
入
学
し
て
尊
良

親
王
の
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

の
１０
年
余
り
の
研
究
成
果
を
、

１１
月

２５

日
に
出
身
地
・
蜷
川
地
区
で
開
催
さ
れ

た
「
尊
良
親
王
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　
尊
良
親
王
は
、
１
３
０
６（
徳
治
元
）

年
、
後
醍
醐
天
皇
の
第
１
子
と
し
て
誕

生
。
１
３
３
１（
元
弘
元
）年
、
後
醍
醐

天
皇
ら
が
鎌
倉
幕
府
の
倒
幕
に
失
敗
（
元

弘
の
変
）
し
、
翌
年
３
月
、
土
佐
に
島

流
し
に
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
下
旬
、
黒

潮
町
上
川
口
の
王
無
の
浜
（
当
時
の
戻

る
浜
）
に
上
陸
し
た
親
王
は
、
有
井
川

領
主
・
有
井
庄
司
と
奥
湊
川
領
主
・
大

平
弾
正
の
二
忠
臣
の
護
衛
の
も
と
、
約

１
年
間
滞
在
。
町
内
に
は
、
最
初
に
仮

御
所
を
構
え
た
奥
湊
川
の
大
平
弾
正
の

屋
敷
や
、
米
原
の
３
番
目
の
仮
御
所
跡
、

有
井
庄
司
の
墓
な
ど
、
親
王
ゆ
か
り
の

文
化
財
や
伝
説
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

　
講
演
で
は
、
町
内
外
の
史
跡
の
写
真

と
と
も
に
、
尊
良
親
王
の
波
乱
に
満
ち

た
生
涯
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
番
目
の
仮
御
所
・
仏
が
森
の
王
野
山

御
殿
跡
に
あ
る
石
段
の
調
査
記
録
な
ど
、

現
在
調
査
中
の
貴
重
な
資
料
も
あ
り
ま

し
た
。
橋
田
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、

尊
良
親
王
の
存
在
が
よ
り
現
実
的
に
身

近
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
黒
潮
町
の
文
化
行
政
に
つ

い
て
金
子
富
太
教
育
次
長
が
報
告
。

　
最
後
の
質
疑
で
は
、
多
く
の
方
か
ら

発
言
が
あ
り
、
尊
良
親
王
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
た
蜷
川
地

区
の
金
子
幹
仁
区
長
は
、「
今
後
も
尊

良
親
王
を
テ
ー
マ
に
会
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
王
野
山
の
文
化
財
指

定
に
つ
い
て
も
可
能
性
を
模
索
し
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

「
大
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」

　
大
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
１
９

６
７（
昭
和

４２
）年
５
月
に
結
成
し
、
昨

年
４５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
名
前
は
「
大

方
」
と
あ
り
ま
す
が
、
大
方
・
佐
賀
両

地
区
の

２２
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。「
奉

仕
と
友
愛
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
青
少
年

育
成
支
援
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
協
賛
、
清

掃
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
高
齢
者
の
交
流

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
は

趣
向
を
変
え
、
青
年
層
を
対
象
と
し
た

「
若
者
交
流
会
」
を
、

１１
月

２５
日
に
ふ

る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
町
内

外
か
ら
参
加
し
た
男
女

４１
人
が
、
黒
潮

町
の
ク
イ
ズ
や
カ
ツ
オ
の
た
た
き
づ
く

り
体
験
な
ど
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
矢
野
博
幸
会
長
は
、「
黒

潮
町
で
は
、
各
種
団
体
が
町
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
も
、

人
が
元
気
、
町
が
元
気
で
あ
る
た
め
の

活
動
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

＊
大
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
蕁
０
９
０
―
２
６
３
４
―

８
１
１
５（
事
務
局 

金
子
）ま
で
ど
う
ぞ
。

人
が

元
気
!!

人
が

元
気
!!

人
が

元
気
!!G

E
N

K
I

頑
張
っ
て
い
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

写真上：秋のおもてなし一斉清掃（入野駅前）
下：2012若者交流会ＩＮ黒潮町　　 

ひ
で
ず
み

当日は、地区内外から約８０人が参加。橋田さん
は、「尊良親王が義経以上の悲劇のヒーローにな
るまで研究を続けたい」と話していました。
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

１
月
中
旬
か
ら
2
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

大方地域

1月 実施場所 実施時間

大方橘川集会所 9：30～10：3016日（水）

内　　　容

大方橘川健康相談

上川口浦集会所 10：30～13：0017日（木） 上川口浦ふれあいサロン

保健福祉センター ※13：00～13：3023日（水） 乳 　 児 　 健 　 診

加持本村集会所 10：00～12：0024日（木） 加持本村ふれあいサロン

伊田浦老人憩の家 9：30～12：0025日（金） 伊田ふれあいサロン

錦野集会所 10：00～12：00
29日（火）

錦野ふれあいサロン

御坊畑集会所 9：30～12：00御坊畑ふれあいサロン

中馬荷集落センター 9：30～12：0030日（水） 馬荷ふれあいサロン

佐賀地域

1月 実施場所 実施時間

鈴漁民センター 10：00～13：0016日（水）

内　　　容

鈴ふれあいサロン

保健センター 9：30～12：0018日（金） 寝たきり予防運動教室

保健センター 9：30～12：0022日（火） 寝たきり予防運動教室

伊与喜集会所 10：00～13：0024日（木） 伊与喜ふれあいサロン

保健センター 9：30～12：0025日（金） 寝たきり予防運動教室

佐賀保育所 9：30～11：0028日（月） 佐　賀　愛　育　相　談

保健センター 9：30～12：0029日（火） 寝たきり予防運動教室

漁民センター 9：30～11：0030日（水） 漁民ふれあいサロン

2月 実施場所 実施時間

支援センター「こぶし」 9：00～12：302日（土）

内　　　容

元気いきいき町民のつどい

総合センター ※13：00～13：304日（月） 乳 　 児 　 健 　 診

総合センター 10：00～15：0012日（火） 佐賀ふれあいサロン

市野瀬集会所 13：30～14：3014日（木） 市 野 瀬 健 康 相 談

2月 実施場所 実施時間

奥湊川老人憩の家 13：30～14：304日（月）

内　　　容

奥 湊 川 健 康 相 談

大方橘川集会所 9：30～10：30

6日（水）

大方橘川健康相談

灘集会所 9：30～10：30灘　健　康　相　談

田村集会所 9：30～12：00田村ふれあいサロン

出口集会所 10：00～12：008日（金） 出口ふれあいサロン

入野本村集会所 10：00～12：0012日（火） 入野本村ふれあいサロン

■当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

1月

2月

20日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 大井田病院 蕁0880－63－2101

27日（第4日曜日） 中村病院 蕁34－3177 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

03日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 幡多けんみん病院 蕁0880－66－2222

10日（第2日曜日） 竹本病院 蕁35－4151 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

11日（建国記念日） 中村クリニック 蕁34－5100 沢田医院 蕁0880－63－2304

※当直医は、変更になる場合がありますので、確認してから受診してください。

注）表中の※印は、受付時間となります。

注）表中の※印は、受付時間となります。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係 

　
　
　
　  

蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

○お問い合わせ
　本庁 健康福祉課 保健衛生係
　蕁43―2836（直通）
　佐賀支所 地域住民課 保健センター
　蕁55―7373（直通）
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健

知

袋

康

恵

　
食
中
毒
は
夏
の
暑
い
季
節
に
し
か
起

こ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
実
は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
も
う

１
つ
の
食
中
毒
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
が
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
」
で
す
。
つ
い
油
断
し
が
ち
な
季
節

で
す
が
、
食
品
の
衛
生
管
理
や
手
洗
い

な
ど
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
状

　
吐
き
気
や
嘔
吐
、
発
熱
、
腹
痛
、
頭

痛
、
下
痢
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

　
感
染
す
る
と
、
１
週
間
か
ら
長
く
て

１
カ
月
間
程
度
で
、
ふ
ん
便
と
と
も
に

排
出
さ
れ
ま
す
。

◆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
原
因
食
品

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
の
原

因
食
品
の
ト
ッ
プ
は
カ
キ
な
ど
の
貝
類

で
す
が
、
野
菜
サ
ラ
ダ
な
ど
の
生
も
の

や
加
熱
が
不
十
分
な
加
工
食
品
な
ど
か

ら
も
感
染
し
ま
す
。

◆
感
染
防
止
に
は
加
熱
が
有
効

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
酸
や

７０
％
ア
ル
コ

ー
ル（
消
毒
用
）、
水
道
水
の
塩
素
濃
度

に
も
強
く
、
ま
た
熱
に
も
強
い
ウ
イ
ル

ス
で
す
。
し
か
し
、
十
分
に
加
熱
す
る

こ
と
で
死
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
予
防
の
４
カ
条

①
食
品
対
策

　
生
も
の
を
食
べ
る
の
を
避
け
、

８５
℃

で
１
分
以
上
加
熱
調
理
し
て
食
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
手
洗
い

　
流
水
で
汚
れ
を
落
と
し
た
後
に
、
せ

っ
け
ん
を
使
用
し

３０
秒
以
上
洗
浄
し
、

温
水
で

１０
秒
以
上
洗
い
流
し
ま
す
。

　
調
理
の
前
後
、
ト
イ
レ
や
オ
ム
ツ
交

換
、
ペ
ッ
ト
を
さ
わ
っ
た
後
な
ど
は
、

必
ず
せ
っ
け
ん
を
使
用
し
、
よ
く
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。

③
衛
生
管
理

・
ま
な
板

　
下
ご
し
ら
え
用
と
そ
の
ま
ま
食
べ
る

も
の
用
、
肉
魚
用
と
野
菜
用
に
使
う
面

を
わ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
使
用
後
は

洗
剤
で
よ
く
洗
い
、
熱
湯
を
か
け
日
光

を
あ
て
て
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
ふ
き
ん

　
ふ
き
ん
な
ど
は
洗
剤
で
洗
い
、
十
分

に
す
す
い
だ
後
、
日
光
で
乾
燥
さ
せ
た

も
の
を
常
に
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
器
類

　
洗
剤
で
洗
っ
た
ら
す
す
ぎ
を
十
分
に

し
、
煮
沸
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

④
汚
物
処
理

・
患
者
の
嘔
吐
物
や
ふ
ん
便
を
片
付
け

る
時
は
、
使
い
捨
て
手
袋
を
つ
け
直

接
触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

塩
素
系
漂
白
剤
を
使
用
し
、
ウ
イ
ル

ス
の
飛
散
を
防
ぐ
こ
と
に
注
意
し
な

が
ら
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
拭
き

取
り
、
拭
き
取
っ
た
後
は
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
破
棄
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
に

　
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

　
他
に
原
因
が
な
い
の
に
下
痢
や
嘔
吐

な
ど
の
症
状
が
出
現
し
た
ら
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
疑
わ
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
に

か
か
り
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 
保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
！

消毒液はペットボトルで簡単につくれます
台所用塩素系漂白剤を原液とした場合の作り方

通常のお掃除用
1Lのペットボトルに水を
入れ、キャップ1杯（5ml）
の漂白剤を加える

汚染がひどい場所用
500mlのペットボトルに水を
入れ、キャップ2杯（10ml）の
漂白剤を加える

1L

500ml
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くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内小中学生が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

収
穫
祭

　
１１
月

１７
日
に
「
収

穫
祭
」
が
あ
り
ま
し

た
。

　
収
穫
祭
は
、
自
分

た
ち
で
収
穫
し
た
も

の
で
食
べ
も
の
を
作

り
、
地
域
の
人
た
ち

を
招
待
し
て
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
と
、
食
べ
物
づ
く
り
を

通
し
て
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
１
・
２
年
生
は
茶
き
ん
し
ぼ

り
、
３
・
４
年
生
は
栗
入
り
赤
飯
と
山
芋
汁
、

私
た
ち
５
・
６
年
生
は
お
餅
を
作
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
最
初
に
お
餅
を
丸
め
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
き
れ
い
に
丸
め
て
い
て

す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
次
に
お
餅
を
つ

き
ま
し
た
。
地
域
の
人
た
ち
に
「
上
手
に
つ
く

ね
ぇ
」
と
ほ
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
全
部
の
食
べ
も
の
が
で
き
上
が
っ
た
の
で
、

み
ん
な
で
一
緒
に
昼
食
を
食
べ
ま
し
た
。
ど
れ

も
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
私
た
ち
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
準
備
を
し
て

く
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
一

緒
に
食
べ
も
の
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
、
食
べ
に
来
て
く
れ
た
地
域
の
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拳
ノ
川
小
学
校
　
６
年
　
河
村
和
乃
春
）

が
ん
ば
っ
た
炊
き
出
し
訓
練

ロ
ー
ラ
先
生
と
み
か
ん
狩
り

　
１１
月

２１
日
に

２
回
目
の
炊
き

出
し
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
１

回
目
は
大
人
の

人
に
た
く
さ
ん

手
伝
っ
て
も
ら

っ
た
の
で
、
今

回
は
自
分
た
ち

だ
け
で
や
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、（
ほ
ん
ま
に
自
分
ら

あ
で
で
き
る
が
や
ろ
う
か
）
と
不
安
に
思
い
な

が
ら
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
で
も
６
年

生
の
班
長
は
て
き
ぱ
き
と
下
級
生
に
指
示
を
出

し
、
み
ん
な
も
さ
っ
さ
と
動
い
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
私
も
「
よ
し
っ
」
と
気
合
い
を
入
れ
て
が

ん
ば
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
だ
け

で
作
っ
た
カ
レ
ー
は
と
て
も
お
い
し
く
、先
生

た
ち
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。（
こ
う
や
っ
て
み

ん
な
と
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
く
ん
だ
な
あ
）と

感
じ
た
こ
と
で
し
た
。

　
い
ざ
子
ど
も
た
ち
だ
け
と
な
る
と
大
変
だ
っ

た
け
ど
、
こ
れ
が
本
当
の
災
害
を
予
想
し
た
訓

練
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
い
い
勉
強

に
な
っ
た
し
、
命
を
守
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
学

ん
で
行
き
た
い
で
す
。

（
南
郷
小
学
校
　
５
年
　
喜
多
智
郁
）

　
今
年
の
２
学
期
か
ら
、
マ
ッ
ト
先
生
と
ロ
ー

ラ
先
生
が
黒
潮
町
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ッ
ト
先
生
は
、
カ
ナ
ダ
人
で
写
真
や
ゲ
ー

ム
を
使
っ
て
一
生
け
ん
命
楽
し
い
授
業
を
し
て

く
れ
た
り
、
休
み
時
間
は
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
く

れ
ま
す
。
活
動
的
で
み
ん
な
大
好
き
で
す
。

　
今
回
は
、
初
め
て
ロ
ー
ラ
先
生
が
学
校
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
ロ
ー
ラ
先
生
は
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
人
で
す
が
、

お
母
さ
ん
は
日
本
人
だ

そ
う
で
す
。
ロ
ー
ラ
先

生
も

２３
才
で
と
て
も
若

く
て
優
し
い
先
生
で
、

す
ぐ
に
み
ん
な
の
人
気

者
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
日
は
学
校
の
裏

の
み
か
ん
狩
り
を
さ
せ

て
も
ら
え
る
日
で
、ロ
ー
ラ
先
生
も
一
緒
に
採

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
み
か
ん
は
光
を
あ
び
て
オ

レ
ン
ジ
色
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。
班
で
協
力
し
、

楽
し
そ
う
に
１
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
木
か
ら

は
ず
し
て
い
ま
し
た
。

　
ロ
ー
ラ
先
生
も
「
初
め
て
し
た
ー
。
と
て
も

楽
し
い
」
と
大
喜
び
で
し
た
。
採
っ
た
み
か
ん

は
、
家
族
に
も
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て

も
あ
ま
く
て
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

（
田
ノ
口
小
学
校
 

６
年
 

徳
広
百
香
・
中
平
歩
菜
）
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介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116（直通）

介護ベッドの事故について
介護保険広報シリーズ熬介護保険介護保険介護保険

　平成24年度も医療・介護ベッドに係わる死亡事故や重大事故が続いており、
死亡事故については全国で4件発生しています。
　サイドレールのすき間に首が挟まったり、その他付属品の固定が不十分なた
めに転倒や骨折をしてしまうことがあります。認知機能障がいなど予測できな
い行動をとる人や、片マヒなどの障がいのある人については、特にサイドレー
ルのすき間に注意してください。
　思わぬ事故が起こる場合がありますので、危険がないか今一度確認をお願い
します。

≪すき間があるときの解決策≫
・ヘッドボードとサイドレールのす

き間をクッションなどで埋める

・スペーサーなどによりサイドレー
ルとサイドレールのすき間に挟
まらないようにする。

・危険なすき間のないサイドレー
ルに交換する

ガイ ド

　介護ベッドのJIS規格では、
サイドレールとサイドレールの
すき間に、直径6cmの円柱状の
器具が入らないこととされてい

　不明な点や気になることがあれば、製品メーカーや福祉用具貸与事業者にお
問い合わせください。

消費者庁窓口　蕁03－3507－9202
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
79

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

 ☆
自
主
防
災
組
織
と
は
？

　
黒
潮
町
で
は
、
す
べ
て
の
地
区
で
自

主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
主
防
災
組
織
」
と
い
う
と
、
何

か
特
別
大
変
な
こ
と
や
難
し
い
こ
と
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
に
感
じ
る

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
を
ち
ょ
っ
と
振

り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ

が
ご
家
庭
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
一
方
、

地
域
で
共
通
す
る
こ
と
は
町
内
会
や
自

治
会
な
ど
と
い
っ
た
組
織
を
通
じ
て
活

動
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
こ
う
し
た
地
域
に
根
差
し
た
組
織
の

活
動
の
中
に
「
防
災
」
と
い
う
観
点
も

取
り
入
れ
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
自
主
防

災
組
織
活
動
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、
定
期

的
に
防
災
に
関
す
る
学
習
会
や
訓
練
の

実
施
、
災
害
時
に
特
別
な
援
護
を
要
す

る
方
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
把
握
し

て
お
く
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
災
害
に

備
え
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

☆
自
主
防
災
組
織
は
な
ぜ
必
要
？

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
生
き
埋

め
や
建
築
物
な
ど
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

人
の
う
ち
、
生
存
し
て
救
出
さ
れ
た
約

９５
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
は
、
自
力
ま
た
は

家
族
や
隣
人
な
ど
に
助
け
ら
れ
ま
し
た

（
下
記
グ
ラ
フ
参
照
）。

　
ま
た
死
者
の
大
半
は
、
地
震
が
発
生

し
た
当
日
（
１
月

１７
日
）
か
翌
日
の
間

に
発
生
し
、
生
存
者
を
救
出
で
き
た
の

は
、
大
部
分
が
３
日
目
ま
で
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
他
の
大
地
震
で

も
み
ら
れ
、
地
震
発
生
か
ら
最
初
の
３

日
間
は
、
人
命
を
救
助
す
る
た
め
に
非

常
に
重
要
な
「
黄
金
の

７２
時
間
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
人
命
救
助
に
最
も
大
切
な
地
震
発
生

後
の

７２
時
間
を
中
心
に
、
県
、
市
町
村
、

防
災
関
係
機
関
な
ど
で
は
、
人
命
を
救

う
応
急
活
動
を
最
優
先
に
行
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
次
の
南
海
地
震
で
は
、
高

知
県
の
広
い
範
囲
で
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
、
公
的
な
救
助
活
動
が
被
災
地
全

体
に
行
き
渡
ら
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
地
域
で
助
け
合
っ
て

救
助
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
自
主
防
災
組
織
は
、
避
難
生
活

が
始
ま
っ
た
場
合
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
保
ち
な
が
ら
助
け
合
っ
て
生
活
を
し

て
い
く
基
礎
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
黒
潮
町
で
は
、
南

海
地
震
を
中
心
と
し
た
大
災
害
の
ほ
か
、

風
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
て
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
皆

さ
ん
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
住
民

に
よ
る
救
助
・
救
護
活
動

　
四
国
電
力
株
式
会
社
よ
り
街
路
灯
な

ど
が
寄
贈
さ
れ
、
平
成

２４
年

１１
月
６
日

に
黒
潮
町
役
場
で
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
寄
贈
数
は
海
抜
表
示
板
が
１
カ
所
、

街
路
灯
が
７
カ
所
、
計
８
カ
所
で
す
。

い
ず
れ
の
場
所
も
夜
間
な
ど
は
暗
く
危

険
な
場
所
で
し
た
が
、
今
回
の
寄
贈
に

よ
っ
て
地
域
安
全
の
向
上
が
図
れ
ま
し

た
。

　
○
海
抜
表
示
板

　
　
坂
折

　
○
街
路
灯

　
　
蜷
川
、
王
迎
、
小
川
、
大
屋
式
、

　
　
大
井
川
、
上
田
の
口（
２
カ
所
）

街
路
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

その他
0.9%

自力で
34.9%

家族に
31.9%

友人、隣人に
28.1%

通行人に 2.6%

救助隊に 1.7%

「兵庫県南部地震
における火災に関
する調査報告書」

（日本火災学会）
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○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

　
１１
月

１８
日
、
四
万
十
市
西
土
佐
の
西

土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
、
幡
多
中

央
地
区
消
防
連
合
会
総
合
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
黒
潮
町
と
四
万
十
市

の
消
防
団
全
員
が
参
加
し
て
行
う
も
の

で（
待
機
分
団
は
除
く
）、
訓
練
で
は
「
ポ

ン
プ
車
の
部
」
と
「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」

に
分
か
れ
て
実
践
型
放
水
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
い
ず
れ
の
部
も
水
利
か
ら
ホ

ー
ス
を
２
本
延
ば
し
て
放
水
し
、
火
点

を
想
定
し
た
目
標
を
倒
す
ま
で
の
タ
イ

ム
を
競
う
も
の
で
す
。

　
黒
潮
町
消
防
団
か
ら
は
ポ
ン
プ
車
の

部
に
３
分
団
、「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」
に

９
分
団
が
参
加
し
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で

は
田
野
浦
分
団
が
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

で
は
蜷
川
分
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し

ま
し
た
。
な
お
、
最
終
結
果
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

　
黒
潮
町
消
防
団
全
体
の
平
均
タ
イ
ム

は
約

４８
秒
。
昨
年
の
平
均
タ
イ
ム
を
上

回
る
素
晴
ら
し
い
結
果
は
、
日
頃
の
訓

練
の
成
果
、
ま
た
団
員
の
皆
さ
ん
と
そ

れ
を
支
え
る
方
々
の
力
の
賜
で
す
。

　
普
段
か
ら
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

訓
練
を
行
っ
て
い
る
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
。
地
域
に
と
っ
て
、
そ
し
て
黒
潮
町

に
と
っ
て
も
頼
も
し
い
存
在
で
す
。

　
１１
月

２２
日
、
大
方
あ
か
つ
き
館
に
お

い
て
、
町
民
大
学
第
４
講
座
と
し
て
、

「
２
０
１
１
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
津
波
の
教
訓
と
将
来
の
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
へ
の
備
え
」
と
い
う
演
題
で
、

防
災
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
高
知
県
内
で
津
波
の
痕

跡
調
査
を
実
施
し
、
黒
潮
町
で
は
入
野

松
原
の
津
波
へ
の
耐
力
な
ど
を
調
査
し

て
減
災
効
果
を
研
究
さ
れ
て
い
る
、
東

北
大
学
・
災
害
科
学
国
際
研
究
所
の
今

井
健
太
郎
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
今

井
さ
ん
か
ら
は
地
震
や
津
波
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
や
科
学
的
な
見
地
か
ら
、
多
く
の

お
話
を
い
た
だ
き
、
黒
潮
町
が
目
指
す

南
海
地
震
の
防
災
・
減
災
対
策
に
向
け

て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

幡
多
中
央
地
区

消
防
連
合
会
総
合
訓
練

黒
潮
町
民
大
学
第
４
講
座

（
防
災
講
座
）
を
行
い
ま
し
た

平成24年度幡多中央消防組合連合会
総合訓練　結果

優　勝　田野浦分団（黒潮町）

準優勝　大宮分団（四万十市）

第３位　下田分団（四万十市）

ポンプ車の部

優　勝　蜷川分団（黒潮町）

準優勝　伊田分団（黒潮町）

第３位　鞭分団　（黒潮町）

小型ポンプの部

実践型放水訓練の様子ポンプ車の部で優勝した田野浦分団
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

～ 特定健康診査・特定保健指導を受けましょう ～

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（直通）
　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3111（直通）

　黒潮町では、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予防に重点を置いた健
診・指導を実施しています。
　メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥満に加え、高血糖、高血圧、脂質異常
などといった生活習慣病のリスクが複数重なっている状態のことをいいます。この状態
が長く続くと、動脈硬化が進み、心筋梗塞や脳卒中など命に関わる病気になる可能性が
大幅に増えるといわれています。
　ご自分の健康状態を知るためにも、年に１回の特定健康診査を受診しましょう。

【特定健康診査】
■対象者
　40歳から74歳の黒潮町国保に加入している方（妊産婦・長期入院などの場合を除く）
が対象者です。
　平成24年10月末までに受診されていない方には、再度、個別にご案内させていただ
きます。
■受診に必要なもの
　①保険証　　②受診券　　③問診票　
　④生活機能評価チェックリスト（65歳以上で、介護認定を受けていない方のみ）　
■受診できる期間
　2月28日（木）まで
■受診できる場所
　県内すべての医療機関が対象ではありませんので、受診希望の医療機関か役場本庁国
保係にお問い合わせください。
■個人負担金
　無料です。ただし、無料となるのは年に1回のみです。2回以上受診した場合は、個人負
担金（実費）をいただくことになりますのでご注意ください。

【特定保健指導】
　特定健康診査の受診結果に応じて、ご自分にあった保健指導を受けることができます。
■メタボリックシンドロームに該当の方には『積極的支援』
■メタボリックシンドローム予備軍に該当の方には『動機付け支援』
　健診結果から今の生活習慣を振り返り、生活習慣改善の必要性を理解したうえで、専
門家のサポートを受けながら、すぐに実行できる目標を立てます。
■健康な方も含め受診したすべての方には『情報提供』
　特定健康診査の受診結果をもとにした生活習慣の見直しや生活習慣改善に必要な情
報を提供します。

内臓脂肪
型肥満 ＋

①高 血 糖

②高　血　圧

③脂質異常

内臓脂肪型肥満で、かつ、①から③までのうち

１つに該当する方 → メタボリックシンドローム予備軍
２つ以上該当する方 → メタボリックシンドローム　
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教

育

委

員

会

会

教

育

委

員だ

よ

り

◆
は
じ
め
に

　
本
校
の
学
校
教
育
目
標
は
「
い

の
ち
を
輝
か
す
〜
結
〜
」
〜
共
生
・

共
学
・
共
育
〜
で
す
。

　
本
年
度
の
児
童
数
は

１４
人
。
１
・

３
年
の
と
び
複
式
、
４
・
５
年
の

変
則
複
式
、
６
年
の
単
式
学
級
で

教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
教
育
活
動
の
重
点
に
つ
い
て

　
私
た
ち
は
、《
つ
か
む
・
ね
る
・

う
む
》「
主
体
的
な
学
び
の
創
造
」

〜
複
式
・
少
人
数
授
業
を
し
く
む

〜
と
い
う
テ
ー
マ
で
次
の
中
心
的

な
研
究
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

①
複
式
・
少
人
数
学
級
に
お
け
る

授
業
づ
く
り

　
複
式
授
業
で
は
、
ロ
ス
タ
イ
ム

は
禁
物
で
す
の
で
、
２
学
年
分
の

教
材
の
準
備
と
工
夫
が
と
て
も
大

事
に
な
り
ま
す
。
教
師
が
直
接
指

導
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
間
接
指

導
時
の
学
年
は
、
子
ど
も
た
ち
同

士
の
主
体
的
な
学
び
合
い
が
行
わ

れ
ま
す
。
直
接
・
間
接
の
渡
り
の

授
業
の
中
に
、「
つ
か
む（
課
題
把

握
）・
ね
る（
学
び
を
練
り
合
わ
す
）・

う
む（
学
び
を
確
立
す
る
）」
と
い

う
授
業
の
流
れ
を
パ
タ
ー
ン
化
す

る
こ
と
で
、
よ
り
分
か
る
授
業
を

創
造
し
て
い
ま
す
。

②
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

　
楽
し
く
分
か
る
授
業
の
工
夫
と

し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
一
つ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
い
ま
す
。
情
報
化

社
会
へ
の
対
応
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
授
業
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
教
師
自
ら
が

パ
ソ
コ
ン
で
作
成
す
る
教
材
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
デ
ジ

タ
ル
教
材
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

各
学
級
に
、

５０
型
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ

ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
パ

ソ
コ
ン
、
書
画
カ
メ
ラ
、
ペ
ン
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
構
え
、
い
つ
で
も
使

え
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
を
高
め

る
た
め
に
は
と
て
も
効
果
的
で
す
。

　
表
は
２
年
生
〜
５
年
生
の
標
準

学
力
調
査
結
果
で
す
。

③
表
現
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
の
育
成

　
会
話
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、

授
業
を
通
し
た
表
現
力
の
指
導
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
児
童
朝
会
で

は
、
１
週
間
の
反
省
事
項
を
各
学

級
の
代
表
が
暗
記
し
て
発
表
し
た

り
、
上
級
生
は
、
各
種
行
事
の
司

会
や
あ
い
さ
つ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

覚
え
た
り
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
突

撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
た
り
し

な
が
ら
会
話
に
慣
れ
て
い
く
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
は
、
地

域
へ
出
向
い
て
漁
業
や
農
業
、
地

震
・
津
波
な
ど
に
つ
い
て
取
材
活

動
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

④
豊
か
な
読
書
活
動

　
児
童
の
学
校
図
書
室
利
用
率
を

高
め
る
た
め
に
、
お
勧
め
の
本
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
た
り
、
図
書
委
員

が
読
書
ク
イ
ズ
を
作
っ
た
り
し
て
、

読
書
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
朝
会
前
の
上
級
生
に
よ
る
下

級
生
へ
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

図
書
委
員
に
よ
る
学
級
出
張
読
み

聞
か
せ
、
毎
週
火
曜
日
に
図
書
室

で
行
う
自
主
学
習（
学
習
朝
会
）、

そ
し
て
読
書
ま
つ
り
な
ど
、
読
書

が
好
き
に
な
る
よ
う
な
工
夫
を
行

っ
て
い
ま
す
。
全
校
で
、
年
間
読

破
目
標
を
１
０
０
冊
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
各
学
級
で
も
そ
れ
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
な
か
ま
づ
く
り

　
子
ど
も
た
ち
の
良
い
言
動
を
瞬

時
に
褒
め
る
こ
と
、
意
図
的
に
褒

め
る
こ
と
を
私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
い
ま
す
。
授
業
を
な
か
ま

づ
く
り
の
基
本
と
し
な
が
ら
、
道

徳
教
育
参
観
日
・
人
権
教
育
参
観

日
・
い
き
い
き
子
育
て
集
会
・
キ

ャ
リ
ア
教
育
参
観
日
な
ど
、
講
師

を
招
い
て
講
演
会
を
開
く
こ
と
を

通
し
て
、
優
し
さ
、
思
い
や
り
の

心
を
養
い
、
人
と
し
て
の
生
き
方

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

⑥
評
価
活
動

　
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
に

向
け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
己
実

現
す
る
た
め
の
生
活
が
ん
ば
り
カ

ー
ド
「
ス
マ
イ
ル
カ
ー
ド
」
を
毎

日
実
施
し
、
そ
の
が
ん
ば
り
を
毎

週
評
価
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
意

識
を
喚
起
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
願
い
や
思
い
を
受

け
と
め
る
た
め
授
業
満
足
度
ア
ン

ケ
ー
ト
や
家
庭
学
習
ア
ン
ケ
ー
ト
、

い
じ
め
等
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

授
業
改
善
や
な
か
ま
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

⑦
体
力
づ
く
り

　
毎
朝
の
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
１
日
が

ス
タ
ー
ト
。
そ
の
内
、
金
曜
日
は
、

体
力
づ
く
り
も
兼
ね
て
、
避
難
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体

育
朝
会
で
の
サ
ー
キ
ッ
ト
運
動
や

柔
軟
運
動
な
ど
体
育
授
業
を
補
充

す
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
明
日
が
輝
く
た

め
に
保
護
者
・
地
域
と
連
携
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

伊
田
小
学
校

『
い
の
ち
を
輝
か
す
〜
結
〜
』

　
―
共
生
・
共
学
・
共
育
―

校
長
　

前
田
浩
文

ＩＣＴを活用した国語の授業

毎週金曜日の避難訓練

国語科
0

10

20

30

40

50
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70

80
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100
%

79.6

平成24年度　標準学力調査全校平均正答率

※１名の学年があるので全校平均としています。

70.8

算数科

ゆ
い
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黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.22

『
馬
頭
観
音
像
』

　
市
野
々
川
地
区
の
中
央
を
走
っ
て
い

る
道
を
少
し
上
が
っ
た
所
に
あ
る
、
日

当
た
り
の
い
い
雑
木
林
の
中
に
、
小
さ

な
お
堂
が
あ
り
ま
す
。

　
地
元
の
人
の
手
に
よ
り
き
れ
い
に
管

理
さ
れ
て
い
る
お
堂
の
中
に
、
地
区
の

人
た
ち
に
よ
る
手
作
り
の
着
物
を
着
て

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
木
で
作
ら
れ
た
観
音
像
は
、
長
い
歳

月
に
よ
り
、
風
格
が
出
て
い
ま
す
。

※
昭
和

５０（
１
９
７
５
）年
佐
賀
町
文
化

財
指
定
。

 　
他
に
も
、「
馬
頭
観
音
菩
薩
」「
馬
頭

観
世
音
菩
薩
」「
馬
頭
明
王
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
呼
び
名
が
あ
り
、
人
間
の
無

知
や
煩
悩
を
排
除
し
、
諸
悪
を
懐
す
菩

薩
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
民
間
信
仰
で
は
、
馬
の
守
護
仏
と
し

て
「
農
耕
や
交
通
の
安
全
」
の
神
と
し

て
祀
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
一
方
、
馬
の

み
な
ら
ず
す
べ
て
の
生
き
物
を
救
う
観

音
と
も
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
障
害
を
消
し
、

人
々
の
苦
悩
を
断
ち
救
済
す
る
観
音
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
世
以
降
は
国
内
の
流
通
が
活
発
化

し
、
馬
が
移
動
や
荷
運
び
の
手
段
と
し

て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
馬
が
急
死
し
た
道
の
そ
ば
な

ど
に
馬
頭
観
音
な
ど
が
多
く
祀
ら
れ
、

動
物
供
養
塔
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
道
の
そ
ば
に
あ
り
「
馬
頭
観
世
音
菩

薩
」
の
文
字
だ
け
彫
ら
れ
た
も
の
は
、

多
く
が
動
物
供
養
の
意
味
合
い
が
強
い

も
の
で
す
。

　
地
元
の
人
の
話
で
は
、
馬
頭
観
音
は

ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
こ
の
地
区
に
あ
り
、

い
つ
頃
か
ら
あ
る
か
定
か
で
は
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

　
動
物
供
養
の
た
め
か
、
家
族
の
苦
悩

を
断
つ
こ
と
を
願
っ
て
祀
ら
れ
た
の
か

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
は
家
族

が
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
へ
の
願
い
が

強
い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
も
、
月
に
１
回
は
地
区
の
人
た
ち

が
集
ま
っ
て
お
堂
の
清
掃
、
供
養
を
し

て
お
り
、
住
民
ら
の
交
流
の
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

 
１１
月

２５
日
午
前

１０
時
、
一
行

２５
名
は

町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
大
方
あ
か
つ
き
館

を
出
発
。
県
文
化
財
課
職
員
の
案
内
で
、

加
茂
神
社
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

（
早
咲
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
土
器
の
展

示
）、
鞭
遺
跡
、
鹿
々
場
古
窯
址
群
、
最

後
に
早
咲
遺
跡
を
探
訪
し
、
お
昼
前
に

解
散
し
ま
し
た
。

　
加
茂
神
社
で
は
神
社
の
由
緒
、
早
咲

遺
跡
よ
り
出
土
し
た
土
器
は
卑
弥
呼
と

同
年
代
の
も
の
、
鞭
遺
跡
と
鹿
々
場
古

窯
址
群
は
隣
接
し
て
お
り
、
こ
の
辺
り

は
官
に
よ
り
統
制
さ
れ
た
窯
が
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
な
ど
の
説
明
に
、
参

加
者
は
古
代
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

■ 

馬
頭
観
音

■ 

市
野
々
川
地
区
と
観
音
堂

文
化
財
探
訪
ツ
ア
ー
報
告加茂神社からスタート。早咲遺跡では、「隣の四

万十市では銅鐸が出土しているので、黒潮町で
も出土する可能性がある」との話もありました。

ば

と
う

か
ん

の
ん

ぞ
う

ま
つ

し

し

ば

こ

よ
う
あ
と
ぐ
ん

ぼ

か
ん

ぜ

お
ん

み
ょ
う
お
う

さ
つ

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
） 
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
日
本
に
住
ん
で
い
る

２０
歳
以
上

６０
歳

未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
「
年
金
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と

…
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
に
は
次
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
生
涯
の
年
金
額
は
保
険
料
の
１
・
７

倍
以
上

　
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
２

分
の
１（
平
成

２１
年
３
月
分
ま
で
は
３

分
の
１
）が
国
庫
負
担（
税
金
）で
賄
わ

れ
て
い
る
た
め
、
支
払
っ
た
保
険
料
を

上
回
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

計
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

の
試
算
で
は
、
１
９
８
５
年
生
ま
れ（
２

０
０
５
年
に

２０
歳
）の
方
で
も
納
め
た

保
険
料
の
１
・
７
倍
以
上
と
な
り
ま
す
。

②
老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

　
国
民
年
金
は
、
生
き
て
い
る
限
り
年

金
が
受
け
取
れ
る
一
生
涯
の
保
障
で
あ

り
、
老
後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

③
ケ
ガ
や
病
気
、
万
が
一
の
と
き
に
も

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
国
民
年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け
で
な

く
、
加
入
者
が
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
り
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
は
「
障
害
基
礎
年

金
」
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
は
そ
の

遺
族
に
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
支
給
さ

れ
る
な
ど
、
あ
な
た
の
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

④
納
め
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象

納
め
た
保
険
料
は
、
確
定
申
告
の
際
に

全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤
国
民
年
金
は
経
済
の
変
動
に
も
負
け

ま
せ
ん

　
賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
、

年
金
を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
仕
組
み
に
よ
り
年
金
額
が
改
定

さ
れ
る
た
め
、
年
金
に
加
入（

２０
歳
）し

て
か
ら
年
金
を
受
給（

６５
歳
）す
る
ま
で

の
間
、
経
済
社
会
が
大
き
く
変
動
し
た

と
し
て
も
、
年
金
の
価
値
が
保
障
さ
れ

ま
す
。

◆
公
的
年
金
制
度
の
必
要
性

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

７９
歳
、

女
性

８６
歳
と
な
っ
て
い
ま
す（
平
成

２０

年
調
査
）。

　
も
し
も
、
公
的
年
金
が
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
長
い
老
後
の
生
活
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
老
後
に
備
え
て
貯
蓄
を
し
て
お
く
な

ど
、
個
人
の
自
助
努
力
で
対
応
し
て
い

く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
の
自
助
努

力
で
老
後
に
備
え
る
の
は
大
切
な
こ
と

で
す
が
、
物
価
や
資
産
価
値
の
変
動
を

予
測
す
る
こ
と
や
何
歳
ま
で
生
き
ら
れ

る
か
は
不
確
実
で
あ
る
た
め
、
老
後
生

活
の
設
計
を
行
う
こ
と
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。

　
か
つ
て
、
わ
が
国
で
は
大
家
族
で
暮

ら
し
、
そ
の
中
で
高
齢
者
を
扶
養
す
る

の
が
一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、

核
家
族
化
が
進
み
兄
弟
姉
妹
も
少
な
く

な
っ
た
結
果
、
老
後
の
生
活
を
自
分
の

子
ど
も
に
頼
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
公
的
年
金
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
長
い
老
後
の
生
活
を
安
心

で
き
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
必
要
と

さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
で

は
、
３
カ
月
に
１
度
、
出
張
年
金
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
に
は
、
本
人
確
認
の
た

め
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

の
身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
１
月

１７
日（
木
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
黒
潮
町
役
場 

佐
賀
支
所

　
　
　
１
階 

町
民
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

『
国
民
年
金
』の
メ
リ
ッ
ト

「
年
金
相
談
」
の
ご
案
内

ま
か
な
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
児
童
の
健
全
な
保
育（
学
習
）と
健
康

の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根

差
し
た
子
ど
も
会
・
保
護
者
会
な
ど
の

組
織
活
動
の
育
成
の
た
め
、
佐
賀
児
童

館
の
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

◆
施
設
の
名
称

　
黒
潮
町
立
佐
賀
児
童
館

◆
募
集
事
業
・
募
集
要
件

　
「
黒
潮
町
立
佐
賀
児
童
館
指
定
管
理

者
の
公
募
要
領
」
の
と
お
り
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◆
募
集
期
間

　
１
月
７
日（
月
）〜

３１
日（
木
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

佐
賀
町
民
館
係

蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

　
墓
地
・
納
骨
堂
は
、
祖
先
を
供
養
し
、

家
族
を
大
切
に
し
て
い
く
上
で
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
す
。

　
墓
地
・
納
骨
堂
を
設
置
す
る
場
合
、

設
置
者
の
土
地
で
あ
っ
て
も
い
ろ
い
ろ

な
制
限
を
受
け
ま
す
。
許
可
申
請
書
を

提
出
し
て
、
保
健
所
長
の
許
可
を
得
た

上
で
設
置
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
墓
地
・
納
骨
堂
の
立
地
条
件
な
ど
に

よ
っ
て
、
提
出
す
る
許
可
申
請
書
の
添

付
図
や
添
付
書
類
に
違
い
が
あ
り
ま
す

の
で
、
新
し
い
墓
地
・
納
骨
堂
設
置
を

お
考
え
の
方
は
幡
多
福
祉
保
健
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
福
祉
保
健
所 

衛
生
環
境
課
　

蕁
３
４
―
０
０
８
５（
直
通
）

　
黒
潮
町
役
場 

本
庁 

住
民
課

　
環
境
保
全
係
　

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
磯
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ
い
て

は
、
繁
殖
保
護
を
図
る
た
め
「
禁
止
期

間
」
や
「
体
長
な
ど
の
制
限
」「
採
捕

す
る
漁
具
・
漁
法
の
制
限
」
が
、
高
知

県
漁
業
調
整
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
に
違
反
し
て
採
捕
し
た
人
は
、

高
知
県
漁
業
調
整
規
則
違
反
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
違
反
し
て
採
捕
し
た
漁
獲

物
や
、
そ
の
製
品
を
所
持
・
販
売
し
た

場
合
に
も
同
規
則
に
よ
り
、
懲
役
や
罰

金
な
ど
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
 

　
佐
賀
支
所 
海
洋
森
林
課
 

　
水
産
振
興
係
 

蕁
５
５
―
３
１
１
５（
直
通
）

　
林
業
に
就
業
し
た
い
方
、
関
心
の
あ

る
方
を
対
象
に
、
林
業
事
業
体
や
林
業

関
係
団
体
の
担
当
者
が
個
別
面
談
に
よ

り
お
応
え
し
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
会
に
先
立
ち
林
業
体
験

教
室
も
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

相
談
会

・
２
月

１６
日（
土
）午
後
０
時

３０
分
〜
４

時
３０
分（
受
付
締
切
４
時
）

 
高
知
城
ホ
ー
ル
（
高
知
市
丸
ノ
内
２

―
１
―

１０
）

体
験
教
室
（
２
日
間
）

・
２
月

１４
日（
木
）午
前

１０
時
〜
午
後
５

時
　
森
林
研
修
セ
ン
タ
ー
（
香
美
市
土
佐

山
田
町
大
平

８０
）

・
２
月

１５
日（
金
）午
前
９
時

４０
分
〜
午

後
４
時

　
香
美
市
香
北
町
　
山
林
現
場

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁
０
８
８
７
―
５
７
―
０
３
６
６

　
黒
潮
町
役
場 

佐
賀
支
所
 

　
海
洋
森
林
課 

林
業
振
興
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
５（
直
通
）

黒
潮
町
立
佐
賀
児
童
館

指
定
管
理
者
の
公
募
に
つ
い
て

墓
地
・
納
骨
堂
の
許
可
に
つ
い
て

磯
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ
い
て

林
業
就
業
相
談
会
・
林
業
体
験
教
室

※採補期間内であっても漁業協同組合
員以外の方は無断で採捕できません。

磯の水産動植物の採捕について（高知県漁業調整規則より）�

いせえび 5月1日 ～ 9月15日 殻長13cm以下

名　　　称 禁　止　期　間 体長などの制限

とこぶし・あなご 9月1日～翌年3月31日 殻長 3cm以下

あわび 9月1日～翌年3月31日 殻長 9cm以下

さざえ 9月1日～翌年3月31日

てんぐさ類 9月1日～翌年2月末日

ふのり 10月1日～翌年2月末日

あらめ 10月1日～翌年6月30日
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心
に
届
け
熱
と
光
！
「
第
２４
回
横
浜
解
放
ま
つ
り
」

保
育
所
入
所
申
し
込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
【
１
月
２５
日
（
金
）
ま
で
】

　
「
解
放
運
動
の
熱
と
光
を
未
来
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
第

２４
回
横
浜
解
放
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
催
し
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
目
指
し
、
１

年
間
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で

あ
り
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
を
願
っ
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　
元
気
に
発
表
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

や
懸
命
に
活
動
す
る
交
流
生
徒
の
演
技
、

「
小
西
達
也
さ
ん
」
の
自
ら
の
体
験
を

も
と
に
し
た
心
温
ま
る
話
と
歌
声
は
、

き
っ
と
皆
さ
ん
の
心
に
感
動
の
波
が
届

く
で
し
ょ
う
。

　
地
域
自
慢
の
お
い
し
い
食
べ
物
や
出

店
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
開
催
日
　
１
月

２６
日（
土
）

催
し
・
発
表
（
午
前
９
時
〜
）

◆
場
所
　
佐
賀
町
民
館

【
午
前
の
部
】

・
和
太
鼓
演
奏

・
開
会
行
事

・
佐
賀
保
育
所
園
児
発
表

・
〜
優
し
さ
の
種
を
あ
な
た
の
心
に
〜

（
小
西
達
也
コ
ン
サ
ー
ト
）

 【
午
後
の
部
】

・
佐
賀
中
吹
奏
楽
部
演
奏

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
参
加
者
発
表

・
人
権
作
文
発
表

・
解
放
子
ど
も
会
発
表

・
交
流
事
業
発
表

　
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
コ
ー
ラ
ス
）

・
も
ち
な
げ
（
お
か
し
な
げ
）

出
店
（
正
午
〜
）

◆
場
所
　
老
人
憩
の
家
前
広
場

う
ど
ん
、
牛
串
、
焼
き
鳥
、
豚
汁
、
か

ら
揚
げ
、
カ
レ
ー
、
じ
ゃ
こ
飯
、
焼
き

そ
ば
な
ど

作
品
展
示

◆
場
所
　
旧
横
浜
保
育
所
ホ
ー
ル

　
佐
賀
地
域
小
中
学
校
全
員
の
人
権
に

関
す
る
絵
や
習
字
、
標
語
な
ど

○
お
問
い
合
わ
せ

　
横
浜
解
放
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
佐
賀
町
民
館

蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

 
平
成

２５
年
度
の
町
内
保
育
所
へ
の
入

所
申
し
込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ

い
て
も
入
所
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

保
育
所（
４
カ
所
）

大
方
く
じ
ら
保
育
所
・
大
方
中
央
保

育
所
・
南
部
保
育
所
・
佐
賀
保
育
所

◆
入
所
期
間

 
平
成

２５
年
４
月
１
日
か
ら

 
平
成

２６
年
３
月

３１
日
ま
で

◆
入
所
基
準
　

 
原
則
と
し
て
次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、家
庭
で
保
育
で
き
な
い

児
童
で
す
。

①
就
労
に
よ
る
場
合

親
が
家
の
外
で
働
い
て
い
る
か
、
ま

た
は
家
の
中
で
家
事
以
外
の
労
働
を

し
て
い
る
。

②
出
産
・
病
人
の
介
護
な
ど

親
が
、
出
産
、
病
気
、
ま
た
は
病
人

の
介
護
を
し
て
い
る
。

③
親
が
い
な
い
家
庭

④
家
が
災
害
を
受
け
、
そ
の
復
旧
を
必

要
と
す
る
家
庭

⑤
そ
の
他
の
理
由
（
求
職
中
な
ど
）

◆
提
出
書
類
　

・
保
育
所
入
所
申
込
書

・
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
税
納
付
等

証
明
書
（
入
所
児
童
の
同
一
世
帯
で

平
成

２４
年
中
に
所
得
税
を
納
め
ら
れ

て
い
る
場
合
）

・
雇
用
証
明
書
、
民
生
委
員
の
証
明
書

な
ど
（
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
家
庭

で
保
育
で
き
な
い
場
合
）

◆
受
付
期
間
　

 
１
月
４
日（
金
）〜

２５
日（
金
）

◆
申
込
書
の
交
付
・
受
付
窓
口

 
各
保
育
所
・
本
庁
健
康
福
祉
課
福
祉

係
・
佐
賀
支
所
地
域
住
民
課
総
合
窓
口

第
２
係

＊
広
域
入
所
（
四
万
十
市
・
宿
毛
市
・

四
万
十
町
）
を
希
望
さ
れ
る
方
も
手

続
き
し
て
く
だ
い
。

＊
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
が
、
そ
の
と
き
の
状

況
に
よ
り
希
望
す
る
保
育
所
に
入
所

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
 

 
総
合
窓
口
第
２
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

小西達也 さん
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平
成
２５
年
度
黒
潮
町
宮
川
奨
学
資

金
貸
与
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　
黒
潮
町
で
は
、
教
育
の
機
会
均
等
を

図
り
、
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
有
為
の
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
学
資
の
貸
与
を
受

け
る
黒
潮
町
宮
川
奨
学
資
金
貸
与
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
間

　
２
月
１
日（
金
）〜

２５
日（
月
）

◆
奨
学
生
の
資
格

①
申
請
者
お
よ
び
保
護
者
が
本
町
に
引

き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

（
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
）

②
優
秀
な
学
徒
で
高
等
学
校
以
上
の
学

校
に
入
学
な
ら
び
に
在
学
し
、
修
学

の
志
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
ま
た
は
入

学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

③
品
行
方
正
、
向
学
心
旺
盛
、
志
操
堅

実
で
在
学
学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
方

※
奨
学
生
は
「
黒
潮
町
宮
川
奨
学
資
金

資
格
選
考
委
員
会
」
の
意
見
を
も
と

に
教
育
長
が
決
定
し
ま
す
。

◆
奨
学
金
の
額

①
高
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
校

の
奨
学
生
　
　
　
月
額
２
万
円
以
内

②
大
学
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
校

の
奨
学
生
　
　
　
月
額
３
万
円
以
内

※
奨
学
金
は
無
利
息
で
す
。

◆
奨
学
金
の
貸
与

　
４
月
お
よ
び

１０
月
の
、
年
２
回
に
分

け
て
貸
与
し
ま
す
。

◆
貸
付
の
期
間

　
そ
の
学
校
に
お
け
る
正
規
の
修
学
期

間
を
限
度
と
し
ま
す
。

◆
奨
学
金
の
返
還

　
卒
業
の
月
の
１
年
後
か
ら
、
奨
学
資

金
貸
付
年
数
の
２
倍
以
内
の
期
間
内
に
、

全
額
を
半
年
賦
で
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

【
納
付
期
日
】

・
前
期
分
　
６
月

２５
日
ま
で

・
後
期
分
　

１２
月

２５
日
ま
で

◆
申
請
の
手
続
き

　
奨
学
金
を
希
望
す
る
方
は
、
出
身
学

校
ま
た
は
在
学
校
長
の
推
薦
を
受
け
て
、

下
記
の
期
間
内
に
、
次
の
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
す
べ
て
の
書
類
は
１

部
で
結
構
で
す
）

①
奨
学
生
願
書
（
様
式
第
１
号
）

②
奨
学
生
推
薦
調
書
（
様
式
第
２
号
）

③
添
付
書
類

・
住
民
票
（
申
請
者
・
保
護
者
）

・
平
成

２３
年
中
分
の
所
得
証
明
書
（
申

請
者
の
世
帯
全
員
）

・
平
成

２４
年
度
分
の
納
税
証
明
書
（
申

請
者
の
世
帯
全
員
）

○
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
係

　
〒
７
８
９
―
１
７
９
５

　（
黒
潮
町
佐
賀
１
０
９
２
―
１
）

　
　
蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

　
こ
の
手
当
は
、
家
庭
に
お
い
て
寝
た

き
り
の
方
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
方
に

対
し
て
、
在
宅
介
護
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
り
、
介
護
者
を
激
励
し
そ
の

労
に
報
い
る
と
と
も
に
、
住
民
の
福
祉

の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　
次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
を
在
宅
で
常
時
介
護
し
て
い
る
方

に
支
給
し
ま
す
。

①
介
護
保
険
法
に
よ
り
要
介
護
４
ま
た

は
５
の
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方

②
寝
た
き
り
の
高
齢
者
で
そ
の
状
態
が

３
カ
月
以
上
継
続
し
て
い
る
方

③
障
害
児
福
祉
手
当
お
よ
び
特
別
障
害

者
手
当
の
支
給
に
関
す
る
省
令
第

１５

条
の
規
定
に
基
づ
く
認
定
を
得
て
い

る
方
で
、
寝
た
き
り
の
方

④
認
知
症
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
医
師

が
認
知
症
を
認
め
る
方
で
「
認
知
症

高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基

準
」
に
よ
る
ラ
ン
ク
Ⅲ
以
上
に
相
当

し
、
そ
の
状
態
が
３
カ
月
以
上
継
続

し
て
い
る
方

※
②
・
③
は
「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
判
定
基
準（
寝
た
き
り
度
）」

ラ
ン
ク
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
に
該
当
す
る
方

で
す
。
②
〜
④
に
該
当
す
る
方
に
つ

い
て
は
、
町
か
ら
調
査
に
伺
い
、判

定
し
ま
す
。

◆
認
定

　
在
宅
介
護
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
、
受
給
資
格
の
認
定
が
必
要
で

す
の
で
認
定
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
手
当
の
額

　
被
介
護
者
１
人
に
つ
き
月
額
１
万
円

で
す
。「
認
定
さ
れ
た
翌
月
」
か
ら
支

給
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
支
給
申
請
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
支
給
対
象
月

　
在
宅
で
の
介
護
期
間
が
月
の
半
数
以

上
の
月
は
手
当
の
支
給
対
象
と
し
ま
す
。

入
院
や
施
設
入
所
な
ど
で
、
在
宅
で
の

介
護
期
間
が
半
月
未
満
の
月
は
手
当
の

支
給
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

介
護
保
険
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

黒
潮
町
在
宅
介
護
手
当
に
つ
い
て
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町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
お
け
る

租
税
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
、

１１
月

２０

日
、
高
松
国
税
局
長
か
ら
黒
潮
町
教
育

委
員
会
へ
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
積
極
的
な
取
り

組
み
を
町
全
体
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　　
全
国
間
税
会
総
連
合
会
が
平
成

２４
年

に
募
集
し
た
「
税
の
標
語
」
で
、
中
村

高
校
１
年
・
宮
地
妃
世
里
さ
ん（
佐
賀
）

の
「
納
税
で 

き
ち
ん
と
果
た
そ
う 

国

民
の
義
務
」が
入
選
し
ま
し
た
。

 　
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
や
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
た
い
方

を
対
象
に
、
確
定
申
告
書
の
記
載
や
作

成
方
法
の
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　
２
月

１８
日
か
ら
の
申
告
期
間
中
は
税

務
署
や
税
務
課
窓
口
は
た
い
へ
ん
混
雑

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
大
方
地
域

日
時
　
１
月

２８
日（
月
）・

２９
日（
火
）

　
　
　
午
前
９
時

３０
分
〜

１１
時

　
　
　
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
 

　
　
　
大
ホ
ー
ル

◆
佐
賀
地
域

日
時
　
２
月
６
日（
水
）

　
　
　
午
前
９
時
〜

１１
時

３０
分

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
佐
賀
支
所 

１
階 

町
民
室

◆
当
日
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

①
昨
年
の
相
談
会
で
申
告
を
し
た
方
は
、

申
告
時
に
お
渡
し
し
た
「
重
要
書
類

在
中
」
の
封
筒

②
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
、
公
的

年
金
以
外
の
収
入
の
あ
る
方
は
そ
の

所
得
の
計
算
に
必
要
な
も
の
（
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

③
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
の
控
除

証
明
書

④
国
民
年
金
・
国
民
年
金
基
金
の
控
除

証
明
書

⑤
黒
潮
町
以
外
の
国
民
健
康
保
険
税
の

支
払
い
が
あ
る
方
は
そ
の
額
の
わ
か

る
書
類
（
黒
潮
町
の
分
は
不
要
で
す
。）

⑥
医
療
費
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、

平
成

２４
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

領
収
書
（
事
前
に
集
計
を
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。）

⑦
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
計
算
用
具
、
還

付
金
振
込
口
座
の
通
帳
な
ど

　
な
お
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手

引
き
」
や
昨
年
の
申
告
書
控
な
ど
を
参

考
に
し
て
、
ご
自
分
で
申
告
書
の
作
成

が
で
き
る
方
は
、
郵
送
に
よ
り
提
出
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
は
、
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
通
称
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
）
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
の
で
、

積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
で
確
定
申
告
が
不
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
今
月
の
広

報
と
同
時
配
布
の
「
年
金
受
給
者
の

皆
様
へ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

税
務
課 

住
民
税
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

 
総
合
窓
口
第
１
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

　
町
内
の
小
中
学
生
が
制
作
し
た
税
に

関
す
る
標
語
や
習
字
、
お
よ
び
中
学
生

の
作
文
を
展
示
し
ま
す
。

 
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
大
方
地
域

期
間
　
２
月
８
日（
金
）〜

１３
日（
水
）

会
場
　
大
方
あ
か
つ
き
館

　
　
　
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
佐
賀
地
域

期
間
　
２
月

２０
日（
水
）〜

２５
日（
月
）

会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
支
所
前
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
１
階
玄
関
ホ
ー
ル

○
お
問
い
合
わ
せ
　

 
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
係

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

「
税
に
関
す
る
作
品
展
」
開
催
の

お
知
ら
せ

高
松
国
税
局
か
ら
町
教
委
へ
感
謝
状

税
の
標
語
に
宮
地
さ
ん
入
選

確
定
申
告
相
談
会
の
ご
案
内

た

み
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環境キャラクター

「エコくん。」

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

黒潮町津波避難行動調査・指導員&黒潮町情報通信設備利活用指導員の募集について

　黒潮町では、津波避難行動の調査・指導員および黒潮町情報通信設備利活用指導員を、下記のと
おり募集します。詳しくは、お問い合わせ先までご連絡ください。

黒潮町津波避難行動調査・指導員 黒潮町情報通信設備利活用指導員

募　集　人　員 4名 4名

契　約　期　間 平成25年2月1日～3月31日　※最長1年間

勤　務　日　数 月20日程度

応　募　方　法 郵送または持参

その他留意事項 応募書類は返却しません。秘密は厳守します。

選　考　方　法
面接試験

※1月25日（金）午前9時より黒潮町役場 本庁で行います。

提　出　期　限 1月21日（月）午後5時15分　※必着

提　出　書　類

・所定の申込書

　本庁 情報防災課および町ホームページにあります。

・履歴書（市販のもの可・写真貼付・必ず自筆で記入）

応　　募　　先

〒789－1992

黒潮町入野2019－1

黒潮町役場 情報防災課 南海地震対策係

〒789－1992

黒潮町入野2019－1

黒潮町役場 情報防災課 情報推進係

資　　　　　格
・景気の低迷により離職を余儀なくされた方

・就職難により求職活動中の方

職　　　　　種
黒潮町における津波避難行動の調査および

指導業務

黒潮町光ネットワークサービスにおける情

報通信設備利活用に関する指導業務

勤　務　時　間
午前8時30分～午後5時15分

※時間外の勤務あり

午前8時30分～午後5時15分

賃　金　な　ど
日額6700円

※時間外勤務手当　時給865円

日額6700円

お 問 い 合 わ せ
本庁 情報防災課 南海地震対策係

蕁43－2188（直通）

本庁 情報防災課 情報推進係

蕁43－2188（直通）

冬季の節電・省エネルギー対策について ～節電へのご協力をお願いします～

■今冬、四国電力管内では、厳冬となることを想定した上で、瞬間的な需要変動に対応するために必要と
される予備率3％以上を確保できる見通しですが、大規模な発電所のトラブルが発生した場合、安定供
給が出来ない可能性が懸念されます。そこで、12月3日～3月29日の平日9：00～21：00について、節
電へのご協力をお願いします。

　※数値目標は設定しておりません。無理のない範囲での節電をお願いします。

■節電メニューなど、節電に関する情報を掲載しています！！ 　　

四国経済産業局 今冬の
電力需給対策検索

http://www.shikoku.meti.go.jp/

○お問い合わせ　本庁 住民課 環境保全係　蕁43－2800（直通）
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黒潮町ケーブルテレビ

1月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

時

6

番　　　　組

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500
E-Mail  iwktv@iwk.ne.jp

（土・日・祝日・年末年始を除く9：00～17：00）
（土・日・祝日・年末年始を除く8：30～17：15）

◆ＩＷＫＮＥＷＳ…まちの出来事をお送りします。

◆行政チャンネル…役場からの情報をお送りします。

◆耳をすまして…まちの人による絵本の読み聞かせ番組。

◆こじゃんと夢中!!みんなのサークル…サークルや部活動など、夢中な人をご紹介。

◆教えて!!まちのお店舗さん…黒潮町のお店をご紹介します。

◆ふるさと散策…黒潮町内を散策、再発見します。

◆お話玉手箱…町内の民話、伝承などを紙芝居で楽しめます。

◆料理deぽん…町内のいろんなごちそうをご紹介。

◆図書館どうでしょう…図書館の新刊をご紹介。

◆ザ☆黒潮人…町内に住む「人」にクローズアップ

◆くろしお☆チルドレン…黒潮町の子どもたちをご紹介します。

ＩＷＫＴＶ自主放送番組内容のご紹介 番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

00  番組案内
05 ＩＷＫＮＥＷＳ
25  行政チャンネル
40  耳をすまして
55  こじゃんと夢中!! みんなのサークル

7

10  ふるさと散策
15  教えて!! まちのお店舗さん
30  図書館どうでしょう
35  料理deぽん
50  お話玉手箱

11

10  耳をすまして
25  こじゃんと夢中!! みんなのサークル
40  ふるさと散策
45  教えて!! まちのお店舗さん

12

00  図書館どうでしょう
05  料理deぽん
20  お話玉手箱
35  ザ☆黒潮人
50  くろしお☆チルドレン
55  サイエンスチャンネル

データ放送 1月7日スタート！
リモコンのdボタンを押すとデータ放送が表示されます。

13 10  Kochi on TV!

14 10  片さんのFish! おふ

9 40  片さんのFish!おふ

8

05  ザ☆黒潮人
20  くろしお☆チルドレン
25  サイエンスチャンネル
40  Kochi on TV!

10
30  番組案内
35 ＩＷＫＮＥＷＳ
55  行政チャンネル

お
知
ら
せ

※24：00～翌朝6：00までは「ショップチャンネル」を
　放送します。24

注）放送内容などは予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。なお、電子番組表をご覧いただくと正確な番組内容を確認できます。
（デジアナ放送を視聴の方以外）

時

15

番　　　　組
00  番組案内
05 ＩＷＫＮＥＷＳ
25  行政チャンネル
40  耳をすまして
55  こじゃんと夢中!! みんなのサークル

16

10  ふるさと散策
15  教えて!! まちのお店舗さん
30  図書館どうでしょう
35  料理deぽん
50  お話玉手箱

20

10  耳をすまして
25  こじゃんと夢中!! みんなのサークル
40  ふるさと散策
45  教えて!! まちのお店舗さん

21

00  図書館どうでしょう
05  料理deぽん
20  お話玉手箱
35  ザ☆黒潮人
50  くろしお☆チルドレン
55  サイエンスチャンネル

22 10  Kochi on TV!

23 10  片さんのFish! おふ

18 40  片さんのFish!おふ

17

05  ザ☆黒潮人
20  くろしお☆チルドレン
25  サイエンスチャンネル
40  Kochi on TV!

19
30  番組案内
35 ＩＷＫＮＥＷＳ
55  行政チャンネル

加入料無料キャンペーン実施中！加入料無料キャンペーン実施中！
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開
催
日
　
１
月

３０
日（
水
）

場
所
　
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
四
万
十
市
古
津
賀
）

受
付
時
間
な
ど

◆
子
犬
を
譲
り
た
い
方

　
午
前
９
時

３０
分
〜

１０
時

◎
必
ず
事
前
に
、
幡
多
保
健
所
へ
連
絡

し
、
当
日
は
印
鑑
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

◆
子
犬
を
飼
い
た
い
方

　
午
前

１０
時
〜

１０
時

１０
分

◎
当
日
は
、
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ

る
箱
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◆
譲
渡
犬
の
決
定

　
午
前

１０
時

１０
分
〜

１０
時

２０
分

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

◆
子
犬
の
飼
養
前
講
習
会

　
午
前

１０
時

２０
分
〜

１１
時

◆
子
犬
の
譲
り
渡
し

　
午
前

１１
時
〜

※
譲
渡
で
き
る
子
犬
が
い
な
い
場
合
は
、

中
止
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
幡
多
保
健
所

蕁
３
４
―
５
１
１
９（
直
通
）

日
時
　
１
月

１３
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時

 
 
 （

受
付
１
時
〜
）

場
所
　
宿
毛
市
文
教
セ
ン
タ
ー

演
題
　

「
負
け
た
ら
い
け
ん
で
ボ
ケ
な
ぞ
に
！
」

〜
専
門
医
に
よ
る「
認
知
症
」や「
う
つ
」

「
不
眠
症
」の
正
し
い
診
断
と
治
療
〜

講
師
　

島
根
大
学
医
学
部 

精
神
医
学
講
座

教
授
　
堀
口
　
淳
先
生

☆
参
加
費
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

　
　
聖
ヶ
丘
病
院（
担
当
　

植
野
・
入
江
）

蕁
０
８
８
０
―
６
３
―
２
１
４
６

　
自
分
を
よ
り
一
層
引
き
立
た
せ
る
「
マ

ナ
ー
の
基
本
と
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
実
践
的

に
学
び
ま
す
。
面
接
で
は
「
第
一
印
象
・

態
度
・
表
情
」
と
い
っ
た
好
感
度
の
高

い
面
接
マ
ナ
ー
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ

の
面
接
突
破
へ
の
即
効
版
セ
ミ
ナ
ー
は

き
っ
と
自
信
に
繋
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容

○
好
感
度
ア
ッ
プ
・
面
接
マ
ナ
ー

　
自
分
ら
し
い
自
己
表
現
法
を
身
に
付

け
る
・
な
り
た
い
自
分
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア

ッ
プ
の
会
話
術
・
正
し
い
言
葉
遣
い
を

身
に
付
け
る
、
な
ど

○
面
接
マ
ナ
ー
の
基
本

　
面
接
に
必
要
な
基
本
的
マ
ナ
ー
・
電
話

の
か
け
方
の
基
本
パ
タ
ー
ン・
面
接
で
の
入

退
室
の
基
本
パ
タ
ー
ン・
模
擬
面
接
、な
ど

日
時
　
２
月
９
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
５
時

場
所
　
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階

（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―
３
）

対
象
者
　

３９
歳
ま
で
の
若
年
求
職
者
お

よ
び
学
生
（
高
校
生
以
上
）

※
そ
の
他
、
ご
希
望
の
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

参
加
費
　
無
料

募
集
人
数
　

１５
人

服
装
　
面
接
に
臨
む
服
装

　
　
 

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
・
幡
多

サ
テ
ラ
イ
ト
（
四
万
十
市
右
山
五
月
町

８
―

１３
ア
ピ
ア
さ
つ
き
１
階
）

運
営
日
／
月
・
水
・
金
・
土

　
　
　
　
午
前

１１
時
〜
午
後
７
時

蕁
３
４
―
６
８
６
０

蕭
３
４
―
６
８
６
６

　http://w
w

w
.jobcafe-kochi.jp

　
高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
土
地
、
建

物
や
会
社
の
登
記
手
続
、
相
続
や
遺
言

な
ど
に
関
す
る
相
談
を
始
め
、
戸
籍
、

供
託
、
人
権
に
関
す
る
相
談
、
土
地
の

境
界
に
関
す
る
相
談
、
契
約
や
遺
言
な

ど
の
公
正
証
書
に
関
す
る
相
談
に
つ
い

て
、
１
日
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
予
約
な
ど
は
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
１
月

２７
日（
日
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

相
談
内
容
　
登
記
・
相
続
・
遺
言
・
戸

籍
・
供
託
・
人
権
・
土
地
の
境
界
な
ど

に
関
す
る
相
談

相
談
員
　
法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

開
設
場
所

高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
３
―

１２

中
村
地
方
合
同
庁
舎
）

　
　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

蕁
３
４
―
１
６
０
０

問

問

問

申
・
問

まちの掲示板まちの掲示板

お
知
ら
せ

子
犬
の
譲
渡
会

相
　

談

認
知
症
　
市
民
講
演
会

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち

就
活
応
援
面
接
セ
ミ
ナ
ー

「
四
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

四
万
十
市
で
１
日
無
料
相
談
所

HP
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まちの掲示板まちの掲示板

問

募
　

集

放
送
大
学
　
４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
放
送
（
Ｂ
Ｓ
デ

ジ
タ
ル
２
３
１

ｃｈ
・
５
３
１

ｃｈ
）
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
べ
る
通
信

制
の
大
学
で
す
。
教
育
・
福
祉
・
心
理
・

政
治
・
経
済
・
法
律
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
の
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
学
び
た
い
意
欲
が
あ
れ

ば
、
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

◆
１５
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
在
学
期
間
が

半
年
・
１
年
の
選
科
履
修
生
・
科
目

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

◆
１８
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を
お
持

ち
の
方
は
、
在
学
期
間
が
最
長

１０
年

の
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、

４
年
以
上
在
学
し
１
２
４
単
位
を
修

得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士（
教
養
）の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
い
ま
、
４
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
資
料
請
求
や
お
問
い
合
わ

せ
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

出
願
期
限
　
２
月

２８
日（
木
）

　
　
放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
８
―
８
４
３
―
４
８
６
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
放
送
大
学
で
検
索

　
黒
潮
町
に
訪
れ
て
い
る
観
光
客
に
、

よ
り
黒
潮
町
の
伝
統
・
文
化
な
ど
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
人
と
人
が
触
れ
合
う

観
光
を
目
的
と
し
て
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
養
成
を
行
い
ま
す
。

◆
養
成
講
座

内
容
　「
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
」

日
時
　
１
月

２６
日（
土
）午
前
９
時
〜
正
午

場
所
　
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
黒
潮
町
入
野
１
７
６
―
２
）

参
加
資
格
　
黒
潮
町
在
住
の
方

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館

　
　
蕁
４
３
―
４
９
１
５

　
絵
本
で
子
育
て
を
楽
し
く
。

　
自
分
の
子
ど
も
に
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
し
た
い
方
、
ま
た
絵
本
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
、

勉
強
会
に
気
軽
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
１
月

１０
日（
木
）

　
　
　 

午
前

１０
時
〜

１１
時

３０
分

場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館

講
師
　
大
橋
　
祥
二
さ
ん

 
　
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係

（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）

蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

黒
潮
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

問問

イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報
■ 「矢野富久味絵画展」
　県展に入選した洋画と日本画10枚と、高
知新聞に2年間連載した挿し絵ほか、陶芸、
染織などの作品展です。
日　時：1月9日（水）～31日（木）
　　　　10：00～15：00
　　　　（日・月・火曜日休館）
場　所： ワークギャラリー芸農人
　　　　（黒潮町入野・サンシャインami内）
入場料：無料
　　NPO芸農人　蕁090－4971－7339（矢野）問

■ はちきんプロジェクト
　町内各地で元気に活躍する女性たちの活動
を紹介し交流を深める地域づくりフォーラム。
日　時：1月20日（日）12：00～15：00
場　所： 黒潮町総合センター（佐賀支所前）
定　員： 50人　※女性限定
申込締切：1月13日（日）
入場料：無料
　　　NPO法人FUCCO　蕁35－6900申・問

平成25年度 県立中村高等技術学校訓練生募集

【追加入試】今回の対象者は高卒者、高卒見込みの方

募集訓練科名 応　募　資　格 募集定員訓練期間

木造建築科 10名2年

中学校卒業者以上で（平
成25年3月卒業見込
みを含む）平成25年4
月1日現在29歳以下

左官・タイル
施工科

10名2年

中学校卒業者以上で（平
成25年3月卒業見込
みを含む）平成25年4
月1日現在35歳以下

願書受付：1月4日（金）～1月18日（金）
試　験　日：1月28日（月）
試験科目：数学・面接
合格発表：2月4日（月）

＊遠隔地者には寮（男性）もあります。
　詳しくは下記へお問い合わせください。

蕁37－2723
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/151305/

〒787－0019 四万十市具同5179

高知県立中村高等技術学校

今
学
期
か
ら
「
情
報
コ
ー
ス
」
新
設
！

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
勉
強
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
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まちの掲示板まちの掲示板

　
今
年
秋
に
高
知
県
内
各
地
で
開
催
さ

れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高

知
２
０
１
３
」
。
黒
潮
町
は
中
土
佐
町

と
と
も
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
の

開
催
地
と
な
っ
て
お
り
、

１１
月

１７
日
、

土
佐
西
南
大
規
模
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
黒
潮
町
長
杯

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
四
国
４
県
に

参
加
を
呼
び
掛
け
、
当
日
は
、
県
内
と

東
か
が
わ
市
・
四
国
中
央
市
か
ら
９
団

体
・

７４
人
が
参
加
。
朝
か
ら
風
雨
が
続

く
悪
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
た

ち
は
カ
ッ
パ
や
傘
で
雨
を
し
の
ぎ
な
が

ら
プ
レ
ー
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
、
温
か
い
豚
汁
・

お
茶
の
ふ
る
ま
い
や
、
待
ち
時
間
を
利

用
し
た
「
貝
殻
ク
ラ
フ
ト
教
室
」
な
ど

を
用
意
。
黒
潮
町
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
で

も
て
な
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
以
下
の
通
り
。（
パ
ー

６６
）

【
個
人
男
子
】

優
　
勝  

森
沢
　
基（
中
土
佐
町
）    

６２

準
優
勝  

土
居
康
夫（
高
知
市
）
　
　

６３

３
　
位  

平
島
　
要（
東
か
が
わ
市
）

６３

【
個
人
女
子
】

優
　
勝  

宇
田
美
代
子（
高
知
市
）
　

６５

準
優
勝  

町
田
祥
子（
四
国
中
央
市
）

７４

３
　
位  

西
村
節
子（
高
知
市
）
　
　

７５

【
団
体
】

優
　
勝  

友
楽
会
Ａ（
高
知
市
／
前
田
道

夫
・
土
居
康
夫
・
川
村
計
雄
・
十
市
敏
）

１
９
９

準
優
勝  

黒
潮
町
チ
ー
ム
Ａ（
佐
田
幸

一
・
野
並
泰
彦
・
橋
田
香
苗
・
宮
地
佐

代
子
）                                      

２
０
２

３
　
位  
黒
潮
町
チ
ー
ム
Ｂ（
宮
川
正

幹
・
澳
本
修
・
三
吉
精
二
・
山
崎
京
子
）

２
０
８

（
１２
月
９
日
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
体
育
館
）

【
団
体
戦
　
低
学
年
の
部
】

決
勝
戦
　
山
奈
少
年
剣
道
教
室
・
黒
潮

町
一
心
会
合
同
チ
ー
ム
３
―
０
渡
川
こ

ど
も
剣
心
会

【
団
体
戦
　
高
学
年
の
部
】

決
勝
戦
　
黒
潮
町
一
心
会
１
―
０
土
佐

清
水
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

【
個
人
戦
　
１
・
２
年
生
の
部
】
　
　

優
勝
　
柴
岡
奏
多（
山
奈
）

２
位
　
大
野
夏
寿
沙（
後
川
）

３
位
　
永
澤
想
蘭（
土
佐
清
水
）

３
位
　
宮
本
瑛
太（
武
英
館
）

【
個
人
戦
　
３
年
生
の
部
】

優
勝
　
松
平
匡
太（
渡
川
）

２
位
　
柴
田
大
喜
（
一
心
会
）

３
位
　
田
中
希
弥（
渡
川
）

３
位
　
武
田
春
風（
渡
川
）

【
個
人
戦
　
４
年
生
　
男
子
の
部
】

優
勝
　
松
尾
勇
汰
（
一
心
会
）

２
位
　
永
野
公
理
（
一
心
会
）

３
位
　
松
本
太
誠
（
一
心
会
）

３
位
　
山
本
拳
聖（
土
佐
清
水
）

【
個
人
戦
　
４
年
生
　
女
子
の
部
】

優
勝
　
佐
竹
結
衣（
土
佐
清
水
）

２
位
　
門
脇
さ
ら（
土
佐
清
水
）

３
位
　
南
部
可
奈（
窪
川
）

【
個
人
戦
　
５
年
生
　
男
子
の
部
】

優
勝
　
植
田
昂
生
（
一
心
会
）

２
位
　
宮
野
　
蓮（
剣
武
会
）

３
位
　
林
　
勇
希（
渡
川
）

３
位
　
宮
本
武
尊（
剣
武
会
）

【
個
人
戦
　
５
年
生
　
女
子
の
部
】

優
勝
　
松
本
楓
華
（
一
心
会
）

２
位
　
矢
野
　
雅（
窪
川
）

３
位
　
松
田
千
佳（
西
土
佐
）

３
位
　
平
野
円
彩（
西
土
佐
）

【
個
人
戦
　
６
年
生
　
男
子
の
部
】

優
勝
　
吉
本
涼
太（
土
佐
清
水
）

２
位
　
堀
加
寿
政（
渡
川
）

３
位
　
蕨
川
亜
次
郎（
宿
毛
）

３
位
　
濱
田
歩
優
人（
宿
毛
）

【
個
人
戦
　
６
年
生
　
女
子
の
部
】

優
勝
　
松
岡
実
李（
武
英
館
）

２
位
　
安
岡
美
優
（
一
心
会
）

３
位
　
横
山
姫
加（
土
佐
清
水
）

３
位
　
宮
崎
詩
織（
武
英
館
）

く
ろ
し
お
ス
ポ
ー
ツ
！

第
７
回
　
黒
潮
町
少
年
剣
道
大
会

ご参加いただいた選手の皆さん、雨の中お疲れ
さまでした。本大会は好天となりますように…。

寒い中、選手たちの熱い戦いが繰り広
げられ、団体戦ではみごと黒潮町一心
会が優勝しました！

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
　
開
催

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
３
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
図
書
館

あたらしくはいった本紹介
●けさくしゃ　　　　　　　　　　　　　　畠中　　恵／著
●ことり　　　　　　　　　　　　　　　　小川　　糸／著
●歓喜の仔　上・下　　　　　　　　　　　天童　荒太／著
●30代・子育てファミリーが建てたナチュラルスタイルの家�
●ポリ袋漬けのすすめ　　　　　　　　　　荻野　恭子／著
●7人のパティシエが教える秘密のチョコレートレシピ�
●脳梗塞の防ぎ方・治し方�
●図解自然な姿を楽しむ「庭木」の剪定　　平井　孝幸／著
●0てんにかんぱい　　　　　　　　　　　宮川　ひろ／著
●おたすけこびととハムスター　　　　　　なかがわちひろ／著

佐
賀
図
書
館

1月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 笊 笆 笳 笘 5
笞 7 8 9 10 11 12

2月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 笊 笆 笳 1 2
笳 4 5 6 7 8 9

筍 笋 15 16 17 18 19
筧 21 22 23 24 箝 26
箟 28 29 30 31 箍 箜

1月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 笊 笆 笳 笘 5
6 笵 8 9 10 11 12

2月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 笊 笆 笳 1 2
3 笘 5 6 7 8 9

13 笋 筌 16 17 18 19
20 筰 22 23 24 箝 26
27 箍 29 30 31 箍 箜

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

1

2

日
14～20
21～27
28～31

1～3
04～10
11～17

大 方 地 域 佐 賀 地 域
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター

野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道
平 野 住 設
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
野 村 企 画 設 備

㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設

谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

河 野 電 機 設 備

中村住設大方営業所

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

43－1420

43－1022

43－0211

43－4665

44－1513

43－1149

43－2096

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

吉 本 水 道

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

43－2024

55－7371

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

入野544－4

拳ノ川1781

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

◆
開
館
時
間

【
大
方
図
書
館
】

　
火
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

【
佐
賀
図
書
館
】

　
月
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
※
午
後
１
時
〜
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
大
方
・
佐
賀
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
、各

図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
5
0（
直
通
）

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

にがおえ・イメージ・感想画募集中
絵本や本を読んで感じたことを絵にしてみませんか。
大方・佐賀両図書館では、作品（絵）を募集しています。
たくさんの申し込みをお待ちしています。

【募集期限】1月23日（水）
【大きさ】はがきサイズ～画用紙（B4）サイズ
【応募方法】応募用紙（図書館にあります）に記入のうえ、
作品と一緒に図書館受付までお持ちください。
【その他】作品は、大方あかつき館および総合センター 
（一部作品）に展示します。表彰式も予定しています。

詳しくは、大方図書館までお問い合わせください。
大方図書館　蕁43－2110

絵本の読み聞かせに参加してみませんか
図書館では、ボランティアの方の協力を頂き、下記のとお
り絵本の読み聞かせを行っています。参加料は無料です。
絵本や紙しばいなどをたくさん用意してお待ちしています。
お子さんと一緒にぜひお越しください。

大方・佐賀図書館

大方図書館 佐賀図書館

日
　
時

毎月第1・第2・第3日曜日
10：30頃～11：00頃
※絵本ルームで行っています。
上記時間内は、読み聞かせ以
外の出入りはご遠慮ください。

毎月第1・第3金曜日
10：30頃～11：30頃
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

１
月
の
予
定

お
知
ら
せ

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp

松井　韻羽ちゃん
〈平成24年6月25日生まれ〉

お兄ちゃん・お姉ちゃんと
仲良く元気に大きくなって
よ。　　　〈パパ・ママより〉

饌田　悠介くん
〈平成24年3月20日生まれ〉

元気に育ってね。
〈父さん・母さんより〉

おと は ゆう すけ

金子　虹空ちゃん
〈平成22年12月10日生まれ〉

お姉ちゃんと仲良く遊ん
で元気に大きくなってね。

〈パパ・ママより〉

こ あ

宮本　紗良ちゃん
〈平成24年6月4日生まれ〉

元気いっぱいに育ってね！！！
〈パパ・ママより〉

瀬戸　蒼也くん
〈平成24年7月4日生まれ〉

元気に大きくなってね。
〈とうちゃん・かぁかより〉

らさが く やそう

闍橋　岳空くん
〈平成24年3月6日生まれ〉

お姉ちゃんと仲良く遊ん
でね。　　　　〈父・母より〉

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
。
笑
う
こ

と
は
脳
を
刺
激
し
、
活
性
化
さ
せ
る
だ

け
で
は
な
く
、
健
康
に
も
よ
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
い
っ
ぱ
い
笑
っ

て
幸
せ
が
広
が
り
ま
す
よ
う
に
。

★
お
で
か
け
広
場

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
８
日（
火
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１５
日（
火
）カ
ー
ド
・
型
遊
び

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
９
日（
水
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１６
日（
水
）カ
ー
ド
・
型
遊
び

・
２３
日（
水
）誕
生
会

・
３０
日（
水
）ふ
れ
あ
い
遊
び

　
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
第
６
回
『
子
育
て
講
座
』

・
１７
日（
木
）午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

　
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
親
子
で
楽
し
む
ヨ
ガ
教
室

　
講
師
／
山
元
彩
乃
さ
ん

※
バ
ス
タ
オ
ル
か
小
さ
い
マ
ッ
ト
を
　

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

８
月
か
ら
１
月
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
「
子

育
て
講
座
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
追
加
の
『
講
座
』
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
第
７
回
『
子
育
て
講
座
』

・
２
月
７
日（
木
）

 
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

 
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 
内
容
／
「
講
話
」
あ
ま
え
子
育
て

 
講
師
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事
長

　
　
　
　
　
澤
田
　
敬 

先
生

　
澤
田
先
生
は
、
小
児
科
の
医
師
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　
質
問
の
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）


